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序　　　　文

東大阪市に所在する若江北遺跡と北鳥池遺跡は、河内平野およびその東縁部に立地しています。東に

生駒山地をのぞむこの地域には、山地西麓から平野部にかけて、数多くの遺跡が展開しています。

若江北遺跡は、これまで財団法人大阪文化財センター（平成７（1995）年度より財団法人大阪府文化

財調査研究センター、現財団法人大阪府文化財センター）が、近畿自動車道天理～吹田線建設に伴い、

第１次調査（昭和54～57（1979～82）年）、第２次調査（昭和57～58（1982～83）年）を、都市計画道

路大阪中央環状線関連工事に伴い、第３次調査（平成４（1992）年）、第４次調査（平成５～６（1993～

94）年）、第５次調査（平成７（1995）年）を実施しています。その結果、弥生時代の竪穴建物や周溝

墓が検出されたほか、近畿地方最古段階に位置づけられる弥生土器も出土し、弥生時代の集落、墓域と

して、広く知られることになりました。その成果は、概要報告書、調査報告書の刊行により、一般に公

開されています。

北鳥池遺跡は、昭和39（1964）年、大阪府営水道枚岡ポンプ場建設工事に際し、弥生土器や土師器が

多数出土したことにより、発見された遺跡です。弥生時代～古墳時代の集落として周知され、昭和50・

54（1975・79）年に東大阪市遺跡保護調査会、平成８（1996）年に大阪府教育委員会の調査が行われて

います。

本書で報告するのは、平成21・22（2009・10）年度に実施した、大阪府営水道中期整備事業系統連絡

送水管布設工事に伴う発掘調査の成果です。若江北遺跡は当センターが発掘調査を開始してから第６次

の調査、北鳥池遺跡は当センターとしては初めての調査にあたります。

若江北遺跡では、弥生時代前期、弥生時代中期末、弥生時代後期後葉の遺構面で溝をはじめとする遺

構を、弥生時代後期末以降の遺構面で水田を検出しました。

北鳥池遺跡では、縄紋時代～弥生時代にかけての層準を確認し、遺跡の立地する河内平野東縁部にお

ける地形形成過程を考える上で、貴重なデータを得ることができました。

最後になりましたが、調査に際し、大阪府教育委員会、大阪府水道部東部水道事業所、東大阪市教育

委員会をはじめ、皆様にご援助いただきましたことに感謝申し上げるとともに、今後とも当センターの

文化財調査に一層のご理解とご協力をお願いする次第です。

2011年２月

財団法人　大阪府文化財センター

理事長 水　野　正　好
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例　　　言

１．本書は、大阪府東大阪市に所在する若江北遺跡（わかえきたいせき）、北鳥池遺跡（きたとんのい

けいせき）の発掘調査報告書である。今回の調査区は、それぞれ若江西新町３丁目、若草町に位置

する。調査名は、若江北遺跡09‐１、北鳥池遺跡09‐１である。なお、報告は調査を実施した順に、

北鳥池遺跡から行う。

２．現地調査および整理作業は、「大阪府営水道　中期整備事業　系統連絡送水管布設工事に伴う若江

北遺跡・北鳥池遺跡発掘調査委託」として、大阪府東部水道事業所から財団法人大阪府文化財セン

ターが平成22（2010）年１月４日～平成23（2011）年２月28日の間に委託を受け、実施した。現地

調査は、北鳥池遺跡を平成22（2010）年１月８日～２月17日、若江北遺跡を平成22（2010）年４月

８日～７月28日に実施した。遺物整理は、平成22（2010）年２月18日～４月７日、同年７月29日～

11月30日に実施し、平成23（2011）年２月28日、本書刊行をもって完了した。

３．調査は以下の体制で実施した。

平成21（2009）年度　調査部長兼調査課長福田英人、調整グループ長金光正裕

調査グループ長寺川史郎、中部総括主査秋山浩三、副主査信田真美世　

平成22（2010）年度　調査部長兼調査課長福田英人、調整グループ長江浦　洋、主幹岡本茂史

調査グループ長岡戸哲紀、主査片山彰一〔写真〕

中部総括主査秋山浩三、副主査信田真美世

資料活用総括主査村上年生、主査山口誠治、専門調査員倉賀野健〔保存〕

４．樹種同定は、山口が行った。木製品は、山口、倉賀野が保存処理を行っている。また、若江北遺跡

の現地調査においては当センター職員三好孝一、北鳥池遺跡の弥生時代以前の層準については同井

上智博、石器、石製品については同新海正博、木製品については同黒須亜希子から教示を受けた。

５．調査にあたり、東大阪市教育委員会、下記の方々をはじめとする各機関、諸氏にご指導、ご協力を

賜った。深く感謝いたします。

阿部幸一（大阪府教育委員会）、芋本隆裕（東大阪市教育委員会）、別所秀高（国史跡・重要文化財

鴻池新田会所）

６．放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）は株式会社パレオ・ラボに、珪藻分析はパリノ・サーヴェイ株式

会社に委託した。本書第３章第３節第１項「放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）」は株式会社パレ

オ・ラボ中村賢太郎ほか、同第２項「珪藻分析」はパリノ・サーヴェイ株式会社辻本裕也による。

７．第３章第３節第３項「北鳥池遺跡・大阪府教育委員会96年度調査地点でみられた堆積層について」

は別所氏、第４章第３節第１項「第４ａ‐１面出土土器群」は当センター職員市村慎太郎の寄稿で

ある。

８．本書の執筆、編集は、信田が行った。

９．本調査に関わる写真、実測図などの記録類は、財団法人大阪府文化財センターにおいて保管してい

る。広く利用されることを希望する。
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凡　　　例

１．遺構図の基準高は、東京湾平均海面（T.P.）からのプラス値で、すべてｍ単位である。

２．遺構図の座標は、世界測地系（測地成果2000）によって測量し、国土座標法による平面直角座標第

Ⅵ系で示している。ただし、若江北遺跡については、世界測地系移行前から継続して調査が行われ

ている遺跡であることを鑑み、遺構面の平面図等に日本測地系（改正前）の座標（ で図示）も併

記した。表記はすべてｍ単位である。

３．遺構図に付した方位は、すべて座標北である。

４．調査は、財団法人大阪府文化財センター　2003 『遺跡調査基本マニュアル［暫定版］』に準拠し

て行った。地区割の第Ⅰ・Ⅱ区画は、北鳥池遺跡がＨ６‐４、若江北遺跡がＨ６‐２である。

５．土層断面図の土色は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』2008年版　農林水産省農林水産技

術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修に準拠した。

６．遺構番号は、種類に関係なく通し番号を付した。

７．遺構実測図の詳細は以下の通りである。

・縮尺は、各図のスケールに明記している。

・断面位置は、「 」によって示している。

８．遺物実測図・拓本の詳細は以下の通りである。

・縮尺は、各図のスケールに明記している。土器、瓦、木製品が１／４、石製品、石器が１／２で

ある。ただし、木製品のうち大形のものは１／６とした。

・土器・磁器実測図の直線のうち、実線は強い稜線、隙間を１箇所開けた線は調整の境界、隙間を

２箇所開けた線は調整の単位の境界または弱い稜線を表現している。

・木製品の木取りは、断面図内に木目を模式的に図示することにより表現している。

・番号は、実測図掲載順の通し番号である。図版にのみ掲載しているものは、実測図の最終番号に

続く番号を付した。また、木製品等で付表にのみ掲載しているものは、図版にのみ掲載している

ものの最終番号に続く番号を付した。

９．付表の法量は、（）を付したものは復元値、〈〉を付したものは残存値である。

10．第３・４章の各遺構の項における遺物についての記述は、掲載遺物に限らず、出土した遺物すべて

を対象としたものである。

11．図版の縮尺は統一していない。
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第１章　位置と環境

北鳥池遺跡は、大阪府の東部、東大阪市若草町、末広町、下六万寺町３丁目に所在する。本書で報告

する09‐１調査区は、若草町の枚岡ポンプ場南西隅に位置する。若江北遺跡は、東大阪市若江西新町

３・４丁目、若江北町３丁目、若江南町３丁目に所在する。本書で報告する09‐１調査区は、若江西新

町３丁目の巨摩橋交差点北側、近畿自動車道と大阪中央環状線南行車線の間に位置する。

第１項　自然環境

北鳥池遺跡と若江北遺跡は、河内平野およびその東縁部に立地している。西は上町台地、東は生駒山

地に限られる平野には、東から恩智・玉串・楠根・長瀬・平野川の旧大和川水系の河川が北西方向に向

かって流れている。生駒山地は南北に長く、山地の西麓には扇状地が発達している。

北鳥池遺跡は、河内平野の東部、生駒山地を間近にのぞむ位置に立地している。生駒山地からのびる

扇状地の末端部から低地部にかけて展開する遺跡である。遺跡範囲の南縁から西縁部にかけて、長門川

が流れる。生駒山地から西へ向かって流下し、遺跡範囲の南西隅部で北向きに流れをかえ、遺跡北方で

恩智川と合流する流路である。現在の標高はT.P.7.2ｍ前後である。

若江北遺跡は、河内平野の中央部に立地している。現在は遺跡内を第二寝屋川が北西流しているが、

1934年の河川改修によるもので、それ以前は楠根川が流れていた。現在の標高はT.P.4.3ｍ前後である。

第２項　歴史環境、既往の調査

縄紋時代には海水面の上昇によって河内湾が形成されており、この時期の遺跡は、生駒山麓に立地し

ている。しかし、次第に大和川水系の河川や生駒山地から流下する谷川の堆積作用により陸化が進み、

縄紋時代後期には山麓以外にも人間の活動痕跡が残されるようになる。以後、縄紋時代晩期から弥生時

代前期にかけて遺跡が増加、弥生時代中期になると一層河内平野の形成が進み、その数が急増していく。

北鳥池遺跡は、1964年に枚岡ポンプ場建設工事で多数の土器が出土したことにより、発見された遺跡

である。枚岡市教育委員会により緊急調査が行われ、「黒色有機土層」より出土した土器は、弥生土器

から土師器への移行を考える上で重要な資料として知られている。

その後、1979年に東大阪市遺跡保護調査会によって実施された調査では、溝状遺構が検出されている。

溝状遺構内と第５層上面から、土師器、須恵器をはじめ、韓式系土器等、古墳時代の遺物が出土してい

る。弥生時代後期の土器も含まれており、当該期の包含層が削平されたと考えられている。

また、1996年に大阪府教育委員会によって実施された調査では、縄紋時代後期頃の土器細片が出土し

ている。

若江北遺跡は、北には巨摩遺跡、瓜生堂遺跡、南には山賀遺跡が隣接している。これらの遺跡群では、

近畿自動車道建設に伴う調査をはじめとしてこれまでに多くの発掘調査が実施され、縄紋時代、弥生時

代、古墳時代、古代、中世の多大な調査成果が蓄積されている。特に、弥生時代については、前期より

集落、水田が営まれること、中期には方形周溝墓が広範囲に築かれること等が広く知られており、河内

平野を代表する遺跡群として位置づけられている。

若江北遺跡の主な既往の調査は、財団法人大阪文化財センター（1995年度より財団法人大阪府文化財
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調査研究センター、現財団法人大阪府文化財センター）が、近畿自動車道天理～吹田線建設に伴い実施

した、第１次調査（1979～82年）、第２次調査（1982～83年）、都市計画道路大阪中央環状線関連工事に

伴い実施した、第３次調査（1992年）、第４次調査（1993～94年）、第５次調査（1995年）である。

縄紋時代後期前葉の深鉢が、第４次調査において出土している。

弥生時代前期の遺構面では、竪穴建物、掘立柱建物等集落関係の遺構群と、水田が検出されている。

この時期には、山賀遺跡等、近隣の遺跡においても集落および水田が営まれていたことがわかっている。

また、第５次調査等で出土した弥生時代前期前半の土器群は、近畿地方において最古段階に位置づけら

れる弥生土器であるとして注目されている。

弥生時代中期になると瓜生堂遺跡、巨摩遺跡で方形周溝墓群が展開するが、若江北遺跡では後期の遺

構面で方形周溝墓が検出されている。若江北遺跡の弥生時代後期の遺構面では、平地建物、水田も検出

されており、居住域、墓域、生産域が確認されていることになる。

そのほか、古墳時代前期の遺構面では水田が、中世後期の遺構面では東側の若江城跡に関連すると考

えられる遺構群が検出されている。

関連文献

北鳥池遺跡

枚岡市史編纂委員会　1966 『枚岡市史　第三巻　史料編（一）』

大阪府立花園高等学校地歴部　1970 『河内古代遺跡の研究』

東大阪市遺跡保護調査会　1975 『若江城跡　北鳥池遺跡調査報告』

芋本隆裕　1980 「北鳥池遺跡出土土器の再整理」『東大阪市遺跡保護調査会年報　1979年度』 東大阪市遺跡保護調査会

東大阪市遺跡保護調査会　1981 『東大阪市遺跡保護調査会発掘調査概報集　1980年度』

大阪府教育委員会　1998 「北島遺跡（96014）・北鳥池遺跡（96033）」『大阪府教育委員会文化財調査事務所年報１』

若江北遺跡

財団法人大阪文化財センター　1983 『若江北』

大阪府教育委員会　財団法人大阪文化財センター　1984 『巨摩・若江北（その２）』

大阪府教育委員会　財団法人大阪文化財センター　1987 『河内平野遺跡群の動態Ⅰ　プロローグ編』

大阪府教育委員会　財団法人大阪文化財センター　1991 『河内平野遺跡群の動態Ⅱ　北遺跡群旧石器・縄文・弥生時代前期編』

財団法人大阪文化財センター　1993 『巨摩・若江北（その３）』

財団法人大阪文化財センター　1995 『巨摩・若江北遺跡発掘調査報告‐第４次‐』

財団法人大阪府文化財調査研究センター　1996 『巨摩・若江北遺跡発掘調査報告‐第５次‐』財団法人大阪府文化財調査研

究センター調査報告書　第15集

大阪府教育委員会　財団法人大阪府文化財調査研究センター　1996 『河内平野遺跡群の動態Ⅲ　北遺跡群弥生時代中期編』

大阪府教育委員会　財団法人大阪府文化財調査研究センター　1998 『河内平野遺跡群の動態Ⅳ　北遺跡群弥生時代後期以降編』
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図１　遺跡分布図
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図２　北鳥池遺跡　調査地位置図

図３　若江北遺跡　調査地位置図



第２章　調査の経緯、経過と方法

第１項　調査の経緯、経過

今回の調査は、大阪府が実施している大阪府営水道整備事業に伴うものである。大阪府営水道の長期

施設整備基本計画に基づく中期整備事業として策定された施設整備事業のひとつである系統連絡送水管

布設工事に伴い、大阪府東部水道事業所から、財団法人大阪府文化財センターが「大阪府営水道　中期

整備事業　系統連絡送水管布設工事に伴う若江北遺跡・北鳥池遺跡発掘調査委託」として委託を受け、

平成21・22（2009・10）年度に現地調査事業および報告書作成事業を実施した。

北鳥池遺跡の調査区は、遺跡西端部にあたり、大阪府枚岡ポンプ場の南西隅部に位置する。東部水道

事業所発注の「枚岡立坑築造工事（上小阪枚岡系統連絡管・東大阪市）」に伴い、立坑築造箇所の調査

を実施した。面積は111㎡で、調査期間は平成22（2010）年１月８日～２月17日である。

若江北遺跡の調査区は、遺跡北部にあたり、第１次調査の調査区の東側、第５次調査の調査区の西側

に近接している。東部水道事業所発注の「送水管布設工事（上小阪～枚岡φ1000）東大阪１工区その１」

に伴い、立坑築造箇所の調査を実施した。面積は174㎡で、調査期間は平成22（2010）年４月８日～７

月28日である。調査は、１次掘削としてT.P.1.44ｍまで掘削した後、ケーソン圧入範囲外周に鋼矢板を

打設、２次掘削を行うという工程で実施した。２次掘削調査範囲は１次掘削調査範囲の内側におさまる

ため、１次掘削調査範囲の外周部分（２ｍ幅）は、１次掘削で調査終了（遺構面としては第４ａ‐１面）

となった。

第２項　調査の方法

調査は、2003年度に導入された調査マニュアル（財団法人大阪府文化財センター　2003 『遺跡調査

基本マニュアル』）に基づいて実施した。そのため、若江北遺跡については、既往の調査と今回の調査

で依拠するマニュアルが異なる。ただし、測量法改正による2002年度の世界測地系移行以前から継続し

て調査が行われている遺跡であることを鑑み、遺構面の平面図等に、既往の調査で使用していた日本測

地系（改正前）の座標も併記した。

遺構面の平面図は、主要な遺構面については、クレーンを使用した写真測量により、１／50で作成し

た。それ以外の遺構面については、写真測量と同一の測量成果を用いて平板測量および水準測量を実施

した。調査区の基本層序等を記録するための土層断面図は、調査区中央に南北方向のセクションを設定

し、写真測量と同一の測量成果を用いて、縮尺１／20で実測した。個別の遺構図（平面図・断面図・立

面図・遺物出土状況図等）も、写真測量と同一の測量成果を用いて、縮尺１／２、１／５、１／10、

１／20で実測した。

写真撮影には、６×７カメラ（モノクロ・リバーサル）、35ミリカメラ（モノクロ・リバーサル）、デ

ジタルカメラを使用した。

出土遺物は、北鳥池遺跡がコンテナ２箱分、若江北遺跡が18箱分である。注記は、調査区名「キタト

ンノイケ09‐１」、「ワカエキタ09‐１」の後に登録番号である。

図面、写真、出土遺物は、登録し、台帳を作成している。
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図５　若江北遺跡　地区割図（第Ⅲ・Ⅳ区画）

図４　北鳥池遺跡　地区割図（第Ⅲ・Ⅳ区画）

：日本測地系（改正前）座標



第３章　北鳥池遺跡の調査成果

第１節　基本層序

現地盤高は、T.P.7.2ｍである。厚さ約3ｍの現代盛土層の下に、下記の層準を確認した（図６　図版

２・３）。

遺構面の呼称は、その基盤となる層の名称を用いて表現（第○層上面は第○面）している。

第１層 現代盛土層直下の作土層である。

第１ｂ層 調査区東部で0.4ｍ以上の厚みを持つ、ラミナのみられる堆積層である。シルト主体で、上部

に中砂～粗砂が堆積している。

第２～４層 作土層である。粗砂・小礫等を比較的多く含むシルトである。

第５層 作土層である。シルトで、粗砂・小礫を比較的多く含む。出土遺物が少量で、中世後期以降で

あることは確かであるが、詳細な時期は不明である。

第６～９層 中世後期の作土層である。第５層以上と比較して砂粒の含有が少ないシルトである。

第10層 調査区西部、東部以外に遺存するシルト主体の作土層である。出土遺物が少量、小片であるた

め、詳細な時期は不明である。

第11層 T.P.3.0～3.3ｍ以下は、ラミナのみられる堆積層である。極細砂～細砂で、シルトをラミナ状

に含む。T.P.2.5ｍ以下は、木片等を含むシルトと極細砂～細砂の互層となる。出土遺物はない。T.P.2.1

ｍで検出した立木について、放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）を実施したところ、弥生時代中期という

結果が出ている。

下層部 T.P.2.0ｍ以下は、調査区中央部に設定した東西約2.0ｍ、南北約1.0ｍのトレンチで確認した層

準である。いずれの層からも、遺物は出土していない。

T.P.1.8～1.9ｍで、厚さ0.1～0.2ｍのラミナのみられる細砂～粗砂・小礫層（図６‐18層）を確認した。

その下は、厚さ約0.2ｍの極細砂のラミナを含むシルト層（図６‐19・20層）である。植物遺体を含む。

T.P.1.4ｍで、厚さ約0.3ｍの土壌層（図６‐22・23層）を確認した。オリーブ黒色シルトで、下部は灰

色である。植物遺体を少し含む。直上に厚さ約0.1ｍの、植物遺体を含む灰色シルト層（図６‐21層）が

堆積している。直下は、厚さ約0.2ｍの青灰色シルト層（図６‐24層）である。図６‐21層内の植物遺体

について、放射性炭素年代測定を実施したところ、弥生時代中期という結果が出ている。

T.P.0.9ｍで、厚さ数㎝の土壌層（図６‐26層）を確認した。暗灰色シルトである。直下も厚さ約0.2ｍ

の土壌化している灰色シルト層（図６‐27・28層）である。直上には、厚さ数㎝の灰色シルト層（図

６‐25層）が堆積している。図６‐26層内の有機物について、放射性炭素年代測定を実施したところ、

縄紋時代後期中葉という結果が出ている。

土壌層より下、T.P.0.7ｍ以下は、T.P.0.4ｍまで層準を確認した。上から順に灰色粗砂（図６‐29層）、

植物遺体を含む灰色シルト（図６‐30層）、植物遺体を含む粗砂～小礫混じり灰色シルト（図６‐31層）

が堆積している。図６‐30層内の植物遺体について、放射性炭素年代測定を実施したところ、縄紋時代

後期前葉～中葉という結果が出ている。
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図６　土層断面　模式図



第２節　各遺構面の遺構と遺物

第１項　第１～４面（第１～４層）

現代盛土層直下の第１層は、作土層と思われる。第１ｂ層がラミナのみられる堆積層であるほか、第

２～４層も作土層と思われる。

第１～４層から採取した遺物は、土師器、瓦質土器、須恵器、陶器、網目紋染付碗等の小片である。

第２項　第５面（第５層）

第４層を除去して検出した、第５層上面である。遺構は認められなかった。出土遺物が少量で、詳細

な時期は不明であるが、第６層出土遺物から中世後期以降の耕作面と考えられる。

第５層出土遺物

土師器、瓦器の小片が各１点出土している。

第３項　第６面（第６層）（図７　図版４）

第５層を除去して検出した、第６層上面である。土坑を１基検出した。出土遺物から、中世後期の耕

作面と考えられる。

１土坑（図７・８）

調査区南西部に位置する。南側の調査区外に続いているため全形は不明であるが、東西約5.5ｍ、南

北2.7ｍ以上の方形と想定できる。深さは約0.8ｍである。下層はシルト、上層は中砂～粗砂のブロック

を含むシルトである。

遺物は、土師器、瓦の小片が少量出土している。中世以降のものであるが、詳細な時期は不明である。

第６層出土遺物（図９）

古墳時代の須恵器杯のほか、土師器、回転台土師器皿（１）、瓦器、瓦質土器擂鉢・羽釜（２）、備前

焼擂鉢、瓦、焼土塊の小片が出土している。中世後期のものである。

第４項　第７～９面（第７～９層）

第７～９層はいずれも作土層と思われる。各層上面で精査を行ったが、遺構は認められなかった。出

土遺物から、中世後期の耕作面であると考えられる。

第７～９層出土遺物（図９　図版51）

第７層からは、土師器皿、瓦器、陶器、玉縁口縁の白磁碗、布目痕を持つ瓦等の小片が出土している。

土師器皿は、14～15世紀のものである。

第８層からは、土師器皿、瓦器等の小片が出土している。土師器皿は、中世後期のものである。

第９層からは、弥生土器、古墳時代の須恵器杯のほか、土師器皿、瓦器椀・皿（３）、須恵器甕等の

小片が出土している。瓦器椀は13～14世紀、土師器皿は中世後期以降のものである。

第５項　第10面（第10層）（図10 図版４）

第９層を除去して検出した、第10層上面である。ただし、第10層の遺存していない、調査区西部およ

び東部では、第11層上面である。南北方向の畦畔、溝群等を検出した。
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図７　第６面　平面図

図８　１土坑　断面図
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図９　第４～９層　出土遺物

図10 第10面　平面図



畦畔（図10 図版４）

調査区東寄りで検出した。南北方向で、調査区南部では攪乱等の影響で明確に検出し得なかったが、

南北ともに調査区外に続くと思われる。検出長約9.4ｍ、高さ４～５㎝である。

基盤層である第11層の盛り上がりとして検出している。調査区東部には第10層が遺存しておらず、第

９層耕作時（第９面）の畦畔の基部であると考えられる。畦畔上部は、第９面直上の第８層耕作時に削

平されたと思われる。この畦畔を境として僅かに東が高く、西が低い。

２～10溝（図10 図版４）

調査区東部と西部の第11層上面で検出した、南北方向の溝群である。南北ともに調査区外に続いてお

り、深さ約0.1ｍである。埋土は極細砂混じり粘土～シルトで、第９層の耕作に伴うものと思われる。

遺物は、古墳時代の須恵器杯のほか、土師器、瓦器椀の小片が出土している。瓦器椀は、13世紀以降

のものである。
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図11 第11面　平面図



第10層出土遺物

土師器、瓦器椀、須恵器等の小片が出土している。瓦器椀は、12～13世紀のものである。

第６項　第11面（図11 図版５）

第10層を除去して検出した、第11層上面である。ただし、東部と西部は、第９層を除去した段階で第

11層上面が露出している。溝群とピット３基を検出した。出土遺物が小量、少片であるため、詳細な時

期は不明である。

13～18・21溝（図11 図版５）

調査区中央部で検出した、南北方向の溝群である。南北ともに調査区外に続いており、深さは約0.1

ｍである。第10層の耕作に伴うものと思われる。

遺物は、土師器の細片が少量出土している。

11・12・19ピット（図12 図版６）

調査区北東部に位置する。11・12ピットは、第10面溝群の埋土を除去した際に検出しているが、第10

層を除去した第11層上面で検出した19ピットと埋土が酷似しており、第11面に帰属する可能性が高い。

径0.2～0.3ｍ、深さ0.1～0.2ｍである。11ピットには、木質が遺存していた。遺存状態が不良であるた

め細部を観察することはできないが、径10㎝以下と細く、柱等ではないと考えられる。いずれのピット

からも遺物が出土しておらず、時期は不明である。
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図12 第11面　ピット　平面・断面図



第３節　弥生時代以前の層準に関する分析

北鳥池遺跡は、弥生時代後期～古墳時代の集落遺跡として知られている。しかし、弥生時代中期以前

の環境や景観については、明らかになっていない。今回の調査では、縄紋時代後期～弥生時代中期に相

当する可能性を持つ層準を確認した。

これらの層準について、年代を推定し、層準に関して得られたデータを、遺跡が形成される過程を復

元する手がかりとして有効なものとするため、放射性炭素年代測定を実施した。

また、遺跡が形成される過程を復元する手がかりを得るため、珪藻分析を実施した。

これらのデータは、北鳥池遺跡のみならず、河内平野の成り立ちを考える上で重要である。あわせて、

大阪府教育委員会が1996年に実施した調査における堆積層に関するデータも示す。

第１項　放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）

１．試料と方法

測定試料の情報、調製データは表１のとおりである。

試料採取層準は上位から図６‐16層、同21層、同26層、同30層である。16層は砂泥互層である。16層

中からは立木が検出された（図版３）。立木は、ヤナギ属で、樹皮が残っており、中心から最外年輪ま

での年輪数は12であった。立木の最外年輪を採取し試料とした（④：PLD-16552）。21層は灰色シルト

で、有機質に富む。灰色シルトから草本を選別し試料とした（①：PLD-16553）。26層は暗灰色シルト

で有機質である。暗灰色シルトから植物遺体の選別を試みたが、十分な植物遺体を得られなかったため、

土壌中有機物を測定対象とした（②：PLD-16554）。30層は礫混じりの灰色シルトで、有機質に富む。

灰色シルトから草本を選別し試料とした（③：PLD-16555）。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS：NEC製 1.5SDH）を用いて測定

した。得られた14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C年代、暦年代を算出した。

２．結果

表２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年

較正に用いた年代値、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した14C年代、14C年代を暦年代に較正し

た年代範囲を、図13に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めていない

値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、14Cの

半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（±1σ）は、測定の統計

誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.2％であるこ

とを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半減期5730±40

年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。
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表１　測定試料および処理

表２　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

図13 暦年較正結果



14C年代の暦年較正にはOxCal4.1（較正曲線データ：Intcal09）を使用した。なお、1σ暦年代範囲は、

OxCalの確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様

に2σ暦年代範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代

が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲

線を示す。

３．考察

春成（2004）、小林・春成（2006）、小林（2008,2009）を参照し、2σ暦年代範囲に着目して結果を整

理する。

図６‐16層の立木（④：PLD-16552）は、167-37 cal BC（91.1%）、30-21 cal BC（1.9%）、11-2 cal BC

（2.4%）の範囲を示した。これは弥生時代中期に相当する。

図６‐21層の草本（①：PLD-16553）は、345-323 cal BC（4.8%）、206-88 cal BC（86.8%）、77-57 cal

BC（3.8%）の範囲を示した。これは弥生時代中期に相当する。

図６‐26層の土壌中有機物（②：PLD-16554）は、1942-1771 cal BC（95.4%）を示した。これは縄紋

時代後期中葉に相当する。

図６‐30層の草本（③：PLD-16555）は、2187-2185 cal BC（0.3%）、2142-2010 cal BC（88.5%）、

2001-1977 cal BC（6.6%）の範囲を示した。これは縄紋時代後期前葉～中葉に相当する。

参考文献

中村俊夫　2000 「放射性炭素年代測定法の基礎」日本先史時代の14C年代編集委員会編『日本先史時代の14C年代』 日本第

四紀学会　3-20.

春成秀爾　2004 「近畿・中国の実年代」『弥生時代の実年代』 学生社　20-33.

小林謙一・春成秀爾　2006 「近畿地方における年代測定の成果」西本豊弘編『新弥生時代のはじまり第１巻 弥生時代の新年

代』 雄山閣　96-97.

小林謙一　2008 「縄文時代の暦年代」『縄文時代の考古学２－歴史のものさし－』 同成社　257-269.

小林謙一　2009 「近畿地方以東の地域への拡散」西本豊弘編『新弥生時代のはじまり第４巻 弥生農耕のはじまりとその年代』

雄山閣　55-82.

Reimer, P.J., Baillie, M.G.L., Bard, E., Bayliss, A., Beck, J.W., Blackwell, P.G., Bronk Ramsey, C., Buck, C.E., Burr, G.S., Edwards,

R.L., Friedrich, M., Grootes, P.M., Guilderson, T.P., Hajdas, I., Heaton, T.J., Hogg, A.G., Hughen, K.A., Kaiser, K.F., Kromer,

B., McCormac, F.G., Manning, S.W., Reimer, R.W., Richards, D.A., Southon, J.R., Talamo, S., Turney, C.S.M., van der Plicht, J.

and Weyhenmeyer C.E. 2009 IntCal09 and Marine09 Radiocarbon Age Calibration Curves, 0-50,000 Years cal BP.

Radiocarbon, 51 1111-1150.

Bronk Ramsey, C. 2009 Bayesian Analysis of Radiocarbon dates, Radiocarbon, 51(1) 337-360.

－16－



第２項　珪藻分析

はじめに

今回の分析調査では、弥生時代以前の北鳥池遺跡の

古環境に関する情報を得ることを目的として、調査区

で確認された弥生時代以前の堆積層を対象として珪藻

分析を実施した。なお、堆積層の形成年代については、

第１項の放射性炭素年代測定結果に基づいている。

１．試料

調査区の堆積層の累重状況を図14に示す。珪藻分析

は、調査区中央部の下層トレンチ土層断面で確認され

た図６‐21～31層から採取された12点の試料について

実施した。なお、この項で使用している層名は、すべ

て図６中のものと同一である。

２．分析方法

試料を湿重で７g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸

処理、自然沈降法（４時間放置）の順に物理・化学処

理を施して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度

まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。

乾燥後プリュウラックスで封入して、永久プレパラー

トを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍ある

いは1000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラ

スの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残

存するものを対象に200個体以上同定・計数する（化

石の少ない試料はこの限りではないが、全面を走査す

る）。種の同定は、原口ほか（1998）、Krammer（1992）、

Krammer & Lange-Bertalot（1986,1988,1991a,1991b）、

渡辺ほか（2005）、小林ほか（2006）、Witkowski et al.

（2000）などを参照し、分類基準は、Round ,Crawford

& Mann（1990）に従う。なお、壊れた珪藻殻の計数

基準は、柳沢（2000）に従う。

同定結果は、中心類（Centric diatoms;広義のコア

ミケイソウ綱Cosc inod iscophyceae）と羽状類

（Pennatediatoms）に分け、羽状類は無縦溝羽状珪藻

類（Araphidpennate diatoms:広義のオビケイソウ綱

Fragilariophyceae）と有縦溝羽状珪藻類（Raphid
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図14 分析地点の層序および試料採取位置



pennate diatoms;広義のクサリケイソウ綱Bacillariophyceae）に分ける。また、有縦溝類は､単縦溝類、

双縦溝類、管縦溝類、翼管縦溝類、短縦溝類に細分する。

各種類の生態性については、Vos & de Wolf（1993）を参考とするほか、塩分濃度に対する区分は

Lowe（1974）に従い、真塩性種（海水生種）、中塩性種（汽水生種）、貧塩性種（淡水生種）に類別す

る。また、貧塩性種についてはさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度（pH）・流水に対する

適応能についても示す。そして、産出個体数100個体以上の試料については、産出率2.0％以上の種類に

ついて主要珪藻化石群集の層位分布図を作成するほか、淡水生種の生態性についても100個体以上の試

料について図示する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求

める。堆積環境の解析にあたり、海水生種（真塩性種）～汽水生種（中塩性種）については小杉（1988）、

淡水生種（貧塩性種）については安藤（1990）、陸生珪藻については伊藤・堀内（1991）、汚濁耐性につ

いては渡辺ほか（2005）の環境指標種を参考とする。

３．結果

結果を表３・４、図15に示す。産出した珪藻化石は41属91分類群である。最上位の21層（試料１）で

は豊富に産出し、完形殻の出現率も約70％と化石の保存状態も比較的良い。これに対して、22～31層

（試料２～12）では珪藻化石の含有量が極端に少なく、完形殻の出現率も低い値を示す層準が多い。た

だし、これらの珪藻化石の含有量が少ない層準から僅かに産出した種類をみると、30層と28層の間の層

－18－

図15 主要珪藻化石群集の層位分布
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表３　珪藻分析結果（１）
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表４　珪藻分析結果（２）



準を境として変化していることが確認される。以下に珪藻化石群集の特徴について記載する。

21層（試料１）は、産出種を塩分濃度に対するカテゴリーで類別すると、淡水域に生育する淡水生種

（以下、水生珪藻と言う）が全体の約80％を占め優占する。これに付随して、陸上のコケや土壌表面など

多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻、淡水生～汽水生種が低率ながら産出する。

淡水生種の生態性（塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応性）の特徴は、貧塩不定性種、好＋

真アルカリ性種、流水不定性種が優占あるいは多産する。主要種は、流水域を好んで生息する好流水性

種のPlaconeis elginensis var. neglecta、流水にも止水にも普通に生息する流水不定性種のNavicula

kotschyiがそれぞれ約10％産出する。また、これに次いで好流水性のGyrosigma scalproides、流水不定

性のAmphora copulata、Sellaphora laevissima、Sellaphora pupula、陸域にも水域にも生息する陸生珪

藻Ｂ群のDiadesmis confervacea、未区分陸生珪藻のPinnularia schroederiiなどが産出する。これらの種

類の汚濁に対する適応性は、Sellaphora pupula、Diadesmis confervaceaが有機汚濁の進んだ腐水域に

生息する好汚濁性種であるほかは、広域適応性種とされるものが大部分である。なお、産出数量の関係

でグラフでは表示されなかったが、中～下流性河川指標種のNavicula rostellata、Meridion constrictum、

沼沢湿地付着生種のPlaconeis elginensis、Stauroneis phoenicenteron、Pinnularia nodosa、Eunotia

minorなどの環境指標種群も産出する。

22～28層（試料２～10）は珪藻化石の含有量が少ないが、僅かに産出する珪藻化石は試料１で認めら

れたような水生珪藻と陸生珪藻からなることが特徴である。

30～31層（試料11・12）は、22～28層と同様に珪藻化石の含有量が少ないが、僅かに産出する主群の

構成は異なり、Coscinodiscus spp.、Cyclotella spp.、Thalassiosira spp.、Grammatophora spp.などの海

水生種の破片が比較的多く認められる。

４．考察

今回の調査区の最下位の31・30層は、珪藻化石の含有量が少なく、化石の保存状態も悪かった。僅か

に産出した珪藻化石は海水生種の破片が主体をなし、下記する28層より上位層準とは明らかに異なる群

集組成を示した。海水生種は保存状態が悪く種まで特定できなかったため、詳細な堆積環境の検討はで

きないものの、31・30層が海水の影響を受ける堆積環境下で形成されたことが示唆される。形成年代は

30層の放射性炭素年代測定から、縄紋時代後期前葉～中葉と推定される。

28～25層でも珪藻化石数が少なかったが、僅かに産出した種群は水生珪藻と陸生珪藻の種群からなり、

海水生種は産出しなくなる。このことから、28～25層形成期には調査地点の堆積環境が大きく変化して

いたことが推定される。僅かに産出した種群の生態性をみると、好気的な乾燥に耐えうる陸生珪藻Ａ群

のHantzschia amphioxysが連続して産出すること、28～25層の層相が調査地点における土壌生成を示唆

する腐植の集積するシルトからなることから、当時の調査地点が土壌生成の進行する時期を挟在する氾

濫原の堆積環境に変化していたことが推定される。放射性炭素年代測定結果から縄紋時代後期中葉に変

化していることが推定される。

ところで、珪藻化石を構成するシリカは、温度が高いほど、流速が早いほど、水素イオン濃度が高い

ほど溶解度が大きくなり溶けやすいことが実験により推定されている（千木良,1995）。また、珪藻殻と

類似した化学組成を持つ植物珪酸体は、土壌の風化によって溶解する可能性が指摘されているほか（近

藤,1988）、pH値が高い場所や乾湿を繰り返すような場所では、風化が進みやすいと考えられている（江
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口,1994,1996）。その他、湿原の乾燥化によって珪藻殻数が急減し保存が悪くなる現象もみられる（小

杉,1987）。今回の28～25層で珪藻化石の産出が不良であった原因として、これらの要因が指摘される。

24～22層も珪藻化石の含有量が少なく、化石の産出が不良であり、陸生珪藻Ａ群のHantzschia

amphioxysが連続的に産出するなど、上記の28～25層と同様の産状を示した。また、層相も23・22層に

ついては土壌生成の進行を示唆する腐植質シルトからなる。これらのことから、23・22層も乾湿を繰り

返すような氾濫原の堆積環境で形成され、特に23・22層形成期には土壌生成が進行する状況にあったこ

とが推定される。放射性炭素年代測定結果を踏まえると、23・22層は長期にわたって形成された土壌の

可能性がある。

22層を覆う弥生時代中期に形成された21層もやや腐植に富むシルトからなるが、珪藻化石の産状は下

記層準と大きく異なり、水生珪藻が多産するようになる。群集組成をみると、Navicula kotschyi等の流

水不定性種を主として、Placoneis elginensis var. neglecta等の好流水性種、低率ながら流水指標種や沼

沢湿地付着生種も伴う組成を示した。したがって、21層形成期には、調査地点は流水の影響を受ける沼

沢湿地のような堆積環境に変化したことが推定される。

以上、弥生時代中期以前に形成された21～31層形成期における調査区の堆積環境は、30層と28層の間

の層準で変化していることが確認された。すなわち、31・30層形成期では海水の影響を受けていたが、

28層より上位の堆積層形成期には陸水の影響を受ける堆積場に変化していたことが推定される。この変

化は、放射性炭素年代値から縄紋時代後期中葉に起こっていることが推定される。その後は、比較的安

定した堆積場であり、土壌生成が進行する堆積環境が弥生時代中期頃まで継続していたことが推定され

る。

本遺跡の南西方向の沖積低地に位置する池島・福万寺遺跡では、弥生時代前期以前の堆積環境の変化

が確認されている（パリノ・サ－ヴェイ株式会社,2007）。それによると、池島・福万寺遺跡では、縄紋

時代中期のある段階から、干潟潮上帯塩性湿地から感潮域の湿地や湖沼が存在する陸上デルタの下部デ

ルタプレインの堆積環境に変化し、縄紋時代後期前葉～中葉（第15ａ層形成期）に多湿や過湿の土壌が

形成される、上部デルタプレインの堆積環境、縄紋時代後期前葉～中葉（第15‐１層形成期）に河川氾

濫の影響を受ける頻度の高い後背湿地の堆積環境、縄紋時代後期（第14ｂ層形成期）に氾濫原および流

路の堆積環境、縄紋時代晩期～弥生時代前期（第14‐２ａ層）に土壌生成が進行する好気的な堆積環境、

弥生時代前期（第14‐１層）に河川氾濫の影響を受ける頻度の高い湿地や沼沢地の環境、と変化したこ

とが確認されている。また、この堆積環境の変化は、海岸線の前進に伴うデルタ形成（堀・斉藤,2003）

に伴う陸化過程を反映していることも指摘されている。今回の調査区で捉えられた陸化の時期は、池

島・福万寺遺跡で捉えられている陸化の時期とおおむね一致していることがうかがえる。
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第３項　北鳥池遺跡・大阪府教育委員会96年度調査地点でみられた堆積層について

大阪府教育委員会による北鳥池遺跡96年度調査地点（以下、大阪府教委96年度調査地点）は、本調査

地東150ｍの枚岡ポンプ場東端で、近隣は生駒山を流下する長門川とその分流が形成した扇状地扇端～

扇状地間低地に位置する（図16）。大阪府教委96年度調査地点で標高3.0～－1.7ｍ付近の地層を連続的に

観察する機会を得た。本報告に併せて同地点の地層の記載と観察結果（図17）、年代測定結果を簡潔に

報告する。なお、年代測定供試料は堆積物中に含まれる有機物や植物遺体細片で、測定は米国Beta

Analytic社でAMS放射性炭素年代測定を行い、較正プログラムCalib6.0を使用して較正年代を求めた

（図18）。

大阪府教委96年度調査地点では標高1.0ｍより下位に海成の堆積層、上位に陸成の堆積層がみられた。

標高－1.7～－0.3ｍは貝の生痕が顕著で砂と泥の葉層が互層する。このうち、標高－1.1～－1.5ｍ付近で

は直立合殻のハマグリ、ウミニナや貝化石の破片が多産することから干潟潮間帯下部～同潮下帯の堆積

相を示す。また、その上下は干潟潮間帯の堆積相を示し、当時の海面を支持する。標高－1.4ｍで6856-

7255calBP, 99%（Beta145169）の年代値が得られたことから、およそ7100年前まで標高－1.4ｍ付近で停

滞していた海面が上昇し、干潟潮間帯から干潟潮下帯へ堆積環境が変化したと推測される。

標高－0.3～0.4ｍのうち最下部は水平層理をなし、粗粒砂～礫混じりの細粒砂～中粒砂からなる。下

部には偽礫が多数みられ、下位の干潟の堆積層を侵食している。その上位を砂と泥の葉層が互層する干

潟の堆積層、トラフ型斜交層理をなす細粒砂～中粒砂層、泥炭質層、植物遺体細片や材化石を多数含む

砂混じりシルト層が順に累重する。標高－0.3ｍ、0.1ｍ、および上位層の0.4ｍ付近で、それぞれ6311-

6562calBP, 100%（Beta146757）、5716-5954calBP, 96%,（Beta145167）、5598-5762calBP, 84%

（Beta145166）の年代値が得られた。以上より、およそ6400年前に干潟に潮汐流路が形成され、上流域
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図16 北鳥池遺跡周辺の地形分類



からの土砂供給や流路内での干潟形成があっ

た。しかし、およそ5800年前を境に土砂供給

が急減するとともに流路内はやや静穏で好気

的な環境に変化し、およそ5700年前にかけて

有機物に富む泥質堆積物で充填されたと推測

される。

標高0.4～1.1ｍは下位より泥炭質層、細粒

砂の葉理を挟みヨシの根跡が顕著な粘土質シ

ルト層のセットが繰り返し累重し、その上位

は水平層理をなす細粒砂～シルト層、泥炭質

層が累重する。標高0 . 9ｍ付近で50 5 4 -

5189calBP, 39% / 5259-5328calBP, 39%

（Beta145165）の年代値が得られた。干潟の

潮間帯堆積層の上位に載ることから、およそ

5300～5100年前にかけて干潟の潮上帯からそ

の背後の塩性湿地の堆積環境が推測される。

本層に対比される地層は河内平野一帯で広く

見られる。

標高1.1～2.9ｍは下位より、プラナー型斜

交層理をなす細粒砂～中粒砂、水平葉理をな

す細粒砂～シルト、マトリクスサポートをな

す砂礫混じり泥と有機物混じり粘土質シルト

のセットの繰り返し、トラフ型斜交層理をな

す細粒砂～粗粒砂と水平層理をなす極細粒砂

～細粒砂のセットの繰り返し、およびトラフ

型斜交層理をなす中粒砂～粗粒砂とマトリク

スサポートをなす砂礫混じり泥の繰り返しか

らなる。やや静穏な水域で間欠的に土砂が流

入する扇状地間低地から、頻繁に土砂が供給

されてローブ状の堆積地形が形成され（扇状

地扇端）、周辺が陸化したことがうかがえ

る。 （別所秀高）
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図17 大阪府教育委員会96年度調査地点の堆積柱状図
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図18 放射性炭素年代測定結果



第４節　総括

第１～９層は、14世紀以降の作土層である。第10層も詳細な時期は不明であるが、中世である可能性

が高い。第９・10層の下面（第10・11面）で検出した畦畔、溝群が南北方向であることから、条里地割

で区画された耕作地であったことがわかる。遺跡周辺は、条里地割が広範囲に認められることで知られ

ている。今回の調査地では、14世紀頃に耕作地の造成が行われ、それ以降現代にいたるまで連綿と条里

地割で区画された耕作地であったことが確認できた。

北鳥池遺跡は、弥生時代～古墳時代の集落遺跡として周知されている。

遺跡として周知されるきっかけとなった、1964年に行われた緊急調査の土層断面図には、基準高の記

録がない。しかし、当該期の土器が含まれていた「黒色有機土層」より下に、砂利や弱粘土を含む砂層

が比較的厚く堆積していることが記されている。

1979年に実施された東大阪市遺跡保護調査会の調査では、古墳時代の溝状遺構が検出されている。こ

の溝が検出された遺構面の基盤層は、粘土・シルト・細砂の互層で植物遺体を含み、厚さ0.5～1.0ｍで

ある。その下は厚さ0.6～1.6ｍの砂礫層で、下部に基底礫層が約0.2ｍの層厚で堆積している。この基盤

層が、1964年に確認された「黒色有機土層」の基盤層にあたると考えられる。

今回の調査では、土質や層厚等から、第11層極細砂～細砂層（図６‐14～17層）が「黒色有機土層」

直下の砂層にあたることが想定できる。近接している1979年調査区との対応では、第11層は1979年調査

区の砂礫層にあたると思われる。今回の調査区では第11層下層にシルトが多く含まれていたが、1979年

調査区寄りの調査区南部では、北部に比べてシルトの含有が少なかった。また、その直下が層厚約0.2

ｍの礫層（図６‐18層）であることも共通している。

上述のとおり、1979年調査区では、砂礫層の上に植物遺体を含む粘土・シルト・細砂の互層が存在し、

その上面で古墳時代の遺構が検出されている。しかし、今回の調査区では、第11層極細砂～細砂層の直

上は、中世以降かと思われる作土層であった。1979年調査区で確認された、厚さ0.5～1.0ｍの粘土・シ

ルト・細砂の互層が、中世段階の耕作地造成の際に削平された可能性がある。

第11層上面（第11面）で検出した３基のピットは、埋土が酷似しており、同時期のものと思われる。

出土遺物がないため時期を知ることはできないが、周辺の調査成果より、削平をまぬがれた弥生時代～

古墳時代のものである可能性がある。

今回の調査では、これまで明らかになっていない遺跡の地形形成に関するデータを得るため、弥生時

代以前の層準について分析を行った。

今回の調査で確認した最下層部（T.P.0.5ｍ）の植物遺体を含む灰色シルト（図６‐30層）は、放射性

炭素年代測定で縄紋時代後期前葉～中葉の年代を得た。珪藻分析では微量ではあるものの海水生種が検

出され、海水の影響を受ける堆積環境であったことが明らかになった。T.P.0.9ｍとT.P.1.4ｍで土壌層を

確認した。同測定により下層（図６‐26～28層）は縄紋時代後期中葉、上層（図６‐22・23層）はその

直上層（図６‐21層）が弥生時代中期であるという結果を得た。珪藻分析では「土壌生成の進行する時

期を挟在する氾濫原の堆積環境」に変化したことが指摘されている。第11層下部で検出した立木は、同

測定で弥生時代中期という年代を得た。弥生時代中期頃の遺跡周辺は、土砂の堆積が進む環境が続いて

いたといえる。弥生時代後期、古墳時代になって、厚く堆積した土砂層の上に安定した土壌が形成され、

集落が営まれるようになったと考えられる。
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第１節　基本層序

現地盤高は、T.P.4.3ｍである。厚さ約２ｍの現代盛土層より下に、下記の層準を確認した（図19・20

図版８・９）

層および遺構面の名称は、直近の調査である第４・５次調査に準じている。ただし、１層、３層、４

ｄ層、５ｂ層相当層は、複数層に分層できたため、層名にａ・ｂ、１・２・３を付して区別した。

０層 近現代の表土層である。

１ａ層 作土層である。細砂～中砂混じり灰色シルトである。

１ｂ層 中世の作土層である。青灰色シルトである。

２層 第４次調査で中世整地層とされている層であるが、今回の調査区には存在しない。

３ａ層 オリーブ灰色シルトで、弱く土壌化している。６～８世紀の遺物を含む。下面（第２‐１面）

で、遺構を検出した。

３ｂ層 灰白色極細砂～細砂で、堆積層である。古墳時代の遺物を含む。

４ａ層 細砂を多く含む灰色シルトである。既往の調査区の一部ではこの層上面で畦畔が検出されてお

り、水田作土層である可能性がある。

４ｂ層 炭化物と灰白色極細砂の薄層をラミナ状に含む、厚さ数㎝の灰色シルトの堆積層である。既往

の調査において、鍵層とされてきた層である。

４ｃ層 第４・５次調査で確認された層であるが、第５次調査の一部の調査区と同様、今回の調査区で

は認められなかった。

４ｄ‐１層 ４ｄ層は土壌層である。２層に分層でき、４ｄ‐１・２層とした。

４ｄ‐１層は、水田作土層である。厚さ数㎝の細砂を多く含む灰色シルトである。上面（第３ａ‐１

面）で小区画水田を検出した。

４ｄ‐２層 シルト混じり灰色細砂で、土壌層である。厚さ２～３㎝である。

５ａ層 上層は灰白色極細砂～粗砂、下層は炭化物の薄層をラミナ状に含む灰色シルトで、堆積層であ

る。ともに厚さ約0.1ｍで、５ｂ‐１層上面（第４ａ‐１面）を覆っている。溝等の深さのある遺構内

には主に砂層が堆積している。弥生時代後期の遺物を含む。

５ｂ‐１層 ５ｂ層は厚さ0.2ｍ未満の土壌層である。３層に分層でき、５ｂ‐１～３層とした。各層理

面（第４ａ‐１～３面、第４ｂ面）で、弥生時代中期末～後期後葉の遺構を検出した。

５ｂ‐１層は、細砂～中砂を多く含む暗灰色シルトで、強く土壌化している。

５ｂ‐２層 シルト混じり灰色細砂～中砂で、土壌層である。

５ｂ‐３層 細砂混じり灰色シルトで、強く土壌化している。

６層 明緑灰・浅黄色細砂～粗砂で、ラミナのみられる堆積層である。厚さ0.2～0.3ｍである。

７層 青灰色シルト～極細砂とオリーブ黄色細砂～粗砂の互層で、最下部は植物遺体を少し含む灰色シ

ルト～極細砂層と灰色細砂層である。ラミナのみられる堆積層で、厚さ0.4～0.5ｍである。

８層 シルト混じり灰色細砂で、厚さ約0.1ｍの土壌層である。
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図19 土層図
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９層 明緑灰色細砂と灰色シルトの互層で、部分

的に灰白色細砂～粗砂層を含む。ラミナのみられ

る堆積層で、植物遺体を含む。厚さ0.6～0.9ｍであ

る。

10層 第４・５次調査の一部の調査区で認められ

た層で、今回の調査区には存在しない。

11層 植物遺体を多く含む、オリーブ灰色シルト

である。厚さ0.1ｍ未満である。上面に植物遺体の

薄層がラミナ状に堆積している。調査区北部の地

形が低くなっている部分では、植物遺体を含む灰

色シルト～極細砂である。

12ａ層 12層は厚さ約0.3ｍの土壌層で、12ａ～ｃ

層の３層に分層できる。各層理面（第９ａ～ｄ面）

で、弥生時代前期の遺構を検出した。

12ａ層は、細砂混じりオリーブ黒色シルトで、

強く土壌化している。12ｂ層の上部が強く土壌化

したものかと思われる。

12ｂ層 細砂混じり灰色シルトで土壌層である。

12ｃ層 シルト混じりオリーブ黒色細砂で、強く

土壌化している。直下の13層が土壌化したものと

思われる。

13層 オリーブ灰色極細砂～細砂とシルトの互層

で、ラミナのみられる堆積層である。厚さ約0.6ｍ

である。14層上面（第10ａ面）を覆っており、流

路内には明オリーブ灰色細砂等が堆積している。

14層 暗灰色シルトで、土壌層である。厚さ0.1ｍ

未満である。出土遺物はないが、既往の調査成果

から縄紋時代晩期と考えられる。直上に、厚さ数

㎝の植物遺体を含む灰色シルト層が堆積してい

る。14層上面（第10ａ面）で流路を検出した。

15層以下 14層の直下は、オリーブ灰色シルトで、

これを15層とした。厚さ約0.2ｍである。

これより下は、植物遺体を少し含む細砂混じり

灰色シルト、植物遺体を含むシルト混じり灰色中

砂～粗砂、灰色シルト～極細砂、灰色シルト～極

細砂と灰色中砂～粗砂の互層等の堆積層である。

今回を含め既往の調査でも遺物は出土していな

い。
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図20 基本層序・遺構面対応模式図



第２節　各遺構面の遺構と遺物

第１項　第１面（１層） ‐中世以降の耕作面‐（図版10）

第５次調査では、１層下面が第１面である。今回の調査区では１層を細分でき、上層を１ａ層、下層

を１ｂ層とした。１ｂ層はさらに上下層に細分できる。各層理面で精査を行ったが、遺構は認められな

かった。

層出土遺物から、１ｂ層には10～13世紀の時期が与えられる。いずれも作土層と思われ、上面は耕作

面であったと考えられる。

１ａ層からは、土師器皿、瓦器、須恵器、染付碗・皿、陶器椀、瓦の小片を採取した。

１ｂ層出土遺物（図21 図版51）

古墳時代の須恵器杯、土師器皿、瓦（１）のほか、下層からは土師器皿、黒色土器Ａ類椀、黒色土器

Ｂ類椀、白磁碗（２）の小片が出土している。土師器皿が13世紀のものであり、下層出土遺物には10～

13世紀の時期が与えられる。

第２項　第２面（３・４ａ層） ‐古墳時代～古代の遺構面‐

第５次調査では、３層内および３層を除去した４ａ層上面が第２面である。今回の調査区では３層を

２層に分層でき、上層を３ａ層、下層を３ｂ層とした。３ａ層下面を第２‐１面、４ａ層上面を第２‐

２面とした。

層出土遺物から、古墳時代～古代の遺構面であると思われる。

１．第２‐１面（図22）

３ａ層はシルトの土壌層である。下面で土坑を２基検出した。

１土坑（図23 図版20）

調査区北部に位置する。径約0.9ｍの円形で、深さ約0.1ｍである。埋土は、シルト～極細砂でシルト

の小ブロックを含む。

遺物は出土していない。

２土坑（図23 図版20）

調査区中央南寄りに位置する。南北約1.6ｍ、東西約1.4ｍで、深さ約0.1ｍである。埋土は、シルトで

細砂の小ブロックを含む。
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図21 １ｂ層　出土遺物



遺物は出土していない。

２．第２‐２面（図版10）

３ｂ層は極細砂～細砂の堆積層で、４ａ層上面を覆っている。４ａ層は細砂を多く含むシルトで、既

往の調査ではこの上面で畦畔が検出されている。今回の調査では、畦畔を確認する作業を行ったが、認

められなかった。

３ａ層出土遺物（図24 図版51）

須恵器杯（３・４）・甕等の小片が出土している。３は６世紀、４は８世紀のものと思われる。

３ｂ層出土遺物

古墳時代のものと思われる須恵器等の小片が少量出土している。

４ａ層からは、遺物は出土していない。
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図22 第２‐１面　平面図



第３項　第３面（４ｂ・４ｄ層） ‐弥生時代後期末以降の水田面‐

４ｂ層を除去した４ｄ層上面が第３ａ面、４ｄ層下面が第３ｂ面である。今回の調査区では４ｄ層を

２層に分層でき、上層を４ｄ‐１層、下層を４ｄ‐２層とした。４ｄ‐１層上面が第３ａ‐１面、４

ｄ‐２層上面が第３ａ‐２面である。

時期を示す出土遺物はないが、上下の遺構面の時期から弥生時代後期末以降の遺構面と思われる。

１．第３ａ‐１面（図25 図版11・20）

４ｂ層は、炭化物と極細砂の薄層をラミナ状に含む厚さ数㎝のシルトの堆積層で、４ｄ層上面を覆っ

ている。既往の調査において、鍵層となってきた層である。

４ｄ‐１層は厚さ数㎝の細砂を多く含むシルトで、上面で畦畔を検出した。畦畔の高さは１～２㎝で

ある。水口については、明確にそれと判断できる箇所は認められなかった。

調査区内の微地形は、西から東に向かって低くなっている。比高差は約0.1ｍである。等高線に沿う

方向である南北方向に、５～６ｍ間隔で幹線畦畔を築き、その間を５～６ｍ間隔に区切る畦畔を設けて

いる。区画の形状は方形に近く、比較的整然とした平面形状の小区画水田である。面積がわかるのは１

筆のみで、約29㎡である。

２．第３ａ‐２面（図25 図版12）

４ｄ‐２層はシルト混じり細砂である。この上面で畦畔の痕跡を確認した。第３ａ‐１面で検出した
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図23 １・２土坑　平面・断面図

図24 ３ａ層　出土遺物



畦畔と重複しており、その痕跡であると思われる。ただし、南北方向（幹線方向）に２条、東西方向に

１条、第３ａ‐１面の畦畔と重複しない位置に痕跡を確認している。調査区北西端部で確認した東西方

向のものについては、第３ａ‐１面で畦畔を見落とした可能性が高いと思われる。調査区中央部で確認

した南北方向のものは、第３ａ‐１面の幹線畦畔と約１ｍの間隔を持って並行している。位置関係から、

２条の畦畔が同時に存在したとは考え難い。幹線畦畔の造り替えがあり、第３ａ‐２面で確認した畦畔

の痕跡は古い段階のものである可能性が考えられる。調査区東寄りの南北方向のものについては、同様

に造り替え以前の幹線畦畔の可能性があるが、第３ａ‐１面検出時に４ｂ層を完全に除去しきれていな

かった箇所にあたっており、第３ａ‐１面の畦畔を見落とした可能性も否定できない。

３．第３ｂ面（図26 図版12）

４ｄ‐２層の下面で、基盤層は５ａ層である。土坑を３基検出した。

３・４・６土坑（図26・27 図版21・22）

不定形で、長さ2.1～2.9ｍ、幅0.6～0.7ｍ、深さ0.1ｍ未満である。埋土は４ｄ‐２層と似ているが、炭
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図25 第３ａ面　平面図
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図26 第３ｂ面　平面図

図27 ３・４・６土坑　断面図



化物の細片や細砂のブロックを含む。遺物は出土していない。

４ｄ層出土遺物

４ｄ‐１・２層から、弥生土器の細片が少量出土している。いずれも５層出土のものと似ており、弥

生時代中期末～後期初頭のものである。この遺構面の時期を示すものではないと思われる。

４ｂ層からは、遺物は出土していない。

第４項　第４面（５ａ・５ｂ層） ‐弥生時代中期末～後期後葉の遺構面‐

５ａ層を除去した５ｂ層上面が第４ａ面、５ｂ層下面が第４ｂ面である。５ｂ層を３層に分層でき、

上層を５ｂ‐１層、中層を５ｂ‐２層、下層を５ｂ‐３層とした。５ｂ‐１層上面が第４ａ‐１面、５

ｂ‐２層上面が第４ａ‐２面、５ｂ‐３層上面が第４ａ‐３面である。

出土遺物から、弥生時代中期末～後期後葉の遺構面であると思われる。
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図28 第４ａ‐１面　平面図（１）



１．第４ａ‐１面（図28・29 図版13・14・23）

５ａ層は上層が極細砂～粗砂、下層が炭化物の薄層をラミナ状に含むシルトで、５ｂ‐１層上面を覆

う堆積層である。５ｂ‐１層は細砂～中砂を多く含むシルトで、強く土壌化している。上面で土坑、溝、

盛土、土器集積を検出した。また、この面を検出した際、調査区南西部で樹木根株を確認している。

なお、調査工程は１次掘削としてT.P.1.44ｍまで掘削した後、１次掘削調査範囲より２ｍ内側に鋼矢

板を打設、２次掘削を行うというものであった。具体的には、大阪府教育委員会の指示の下、T.P.1.44

ｍ以下の箇所も含む第４ａ‐１面を検出し、１次掘削終了とした。ただし、調査区外周部に近く、深度

を有する８溝については、作業の安全を確保するため鋼矢板打設後に完掘することとし、５ａ層を除去

した段階で１次掘削を終了した。

７土坑（図30 図版23）

調査区中央部西寄りに位置する。南北約2.2ｍ、東西約1.7ｍの楕円形で、深さ約0.5ｍである。下部約

0.1ｍに細砂～中砂と極細砂がブロック状に混じる埋土があるが、それ以上は５ａ層細砂で埋没してい

る。遺物は出土していない。
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図29 第４ａ‐１面　平面図（２）



８溝（図28・29・31～35・38 図版24～30・52）

調査区東寄りに位置する。南東‐北西方向で、調査区外に続く。検出長約11.5ｍ、幅1.4～2.5ｍ、深さ

は南部で約0.6ｍである。底面のレベルは、南から北へ向かって低くなっている。

最下層（図31‐７層）は、シルトと極細砂の小ブロックを含むシルト～極細砂である。その上の図

31‐６層は、シルト～極細砂と細砂～中砂の互層で、ラミナの顕著な流水堆積層である。これが溝機能
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図30 ７土坑　平面・断面図

図31 ８溝　断面図
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図32 ８溝　杭　平面・立面図
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図33 ８溝　遺物出土状況　平面図
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図34 ８溝　出土遺物



時の堆積であると思われる。この上面で、遺物が

まとまって出土した。溝は、その上に中砂～粗砂

（図31‐５層）が堆積した後、砂混じりシルト等

（図31‐３・４層）で埋没している。ただし、溝

が完全に埋没するのは５ａ層細砂～中砂の堆積に

よってである。図28に、５ａ層を除去し、溝埋土

を検出した状況を図示している。

北部で、杭を２本検出した。杭１は東肩部に打

設されており、残存長53.0㎝、径5.0㎝である。下

部40㎝が基盤層に及んでいる。杭２は西肩寄りの

底部に打設されており、残存長20.0㎝、幅5.0㎝で

ある。下部15㎝が基盤層に及んでいる。ともに先

端を尖らせる加工が施されている。

遺物は、主に図31‐６層上の２箇所で出土した。

Ａ地点では弥生土器甕（８）が、Ｂ地点では弥生

土器甕（５～７・10）・壺（11・12）、脚（15）

等が出土した。板状木製品（16）と直柄鍬（17）

は図31‐６層出土である。図35に出土位置を示し

ている。高杯等、やや時期の古いものが含まれて

いるが、同時期のものが出土している下の遺構面

に由来するものと思われる。甕（７）に弥生時代

後期後葉の時期が与えられ、おおむね後期中葉～

後葉のものと考えられる。なお、西肩部に位置す

る土器集積出土の小片がＢ地点出土の甕（５）と

接合している。付表10に、木製品等の樹種同定結

果を掲載している。

12‐１溝（図28・29・35・36・50 図版24・27・53）

調査区中央に位置する南北方向の溝である。調

査区外にのびており、検出長は約15.3ｍである。

幅は南部で約4.4ｍ、北部で約2.6ｍ、深さは0.6～

0.8ｍである。底面のレベルは一定していない。

底部に肩部の５ｂ‐１層と連続する土壌層がみ

られ、５ａ層の堆積によって埋没している。底部

の土壌層は、肩部の５ｂ‐１層に比べて砂粒の含

有が少なく、植物遺体を含む。厚さ数㎝であるが、

５ｂ‐１層同様比較的強く土壌化しており、上面

が相当の期間、オープンな状態であったと考えら

れる。
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図35 ８溝・12‐１溝　断面図



溝内に堆積している５ａ層は主として細砂～中砂であるが、底面上にはシルトがみられる。最下層は

厚さ約0.1ｍの植物遺体を多く含むシルト（図19‐17層、図35‐７層）で、北部の一部にはさらにその上

に厚さ約0.2ｍのシルトのブロックと植物遺体を含む細砂～中砂混じりシルト（図19‐16層、図35‐６層）

が堆積している。５ａ層下層のシルトとして掘削したが、これらは遺構面上に堆積している５ａ層下層

シルトとは層相が異なっており、５ａ層堆積以前の溝埋土である可能性も否定できない。

第４ａ‐３面の12‐２溝と重複している。12‐１溝は、12‐２溝が第４ａ‐１面時まで完全には埋没

せず、溝の形状を保っていたものである可能性が考えられる。

図36に、上述の溝底面上に堆積しているシルト層出土の遺物を掲載した。弥生土器甕（18～25）・壺

（26～28）・器台（29）、脚（30～33）、板状木製品（スギ）、分割材（ニレ属）等である。12‐２溝出土

遺物と同様の弥生時代中期末のものも含まれているが、甕（22・23・25）、器台（29）、脚（30・31）等、

12‐２溝出土遺物には認められない新しい要素を持つものがみられ、弥生時代後期の時期が与えられる。
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図36 12‐１溝底面上堆積シルト層　出土遺物



盛土（図28・29・37～40 図版28～30・54）

調査区北東部で、５ａ層と５ｂ‐１層の間にブロック土を多く含む層準を確認した。５ｂ‐１層上に

施された盛土であると考えられる。断面形は東側が裾広がりのいびつな台形状である。

盛土層の厚みは約0.2ｍである。図38の北東‐南西方向の断面（ｂ‐ｂ’）箇所では約0.4ｍで、周囲よ

り厚い。これは第４ａ‐３面の13溝が窪みとして残っている箇所にあたるために、盛土を施す前のレベ

ルが周囲よりもやや低くなっていることに起因していると考えられる。ただし、盛土を施した後も、そ

の頂部のレベルが周囲に比べてやや低い。

おおまかに２層に分層できる。上層はシルト混じり細砂～中砂または細砂～粗砂混じりシルト等で、

極細砂～中砂等のブロックを含む。下層は細砂～中砂混じりシルト、細砂～中砂を多く含むシルト、極

細砂がブロック状に混じる層である。下層は、上述の13溝が窪みとして残っている箇所にのみ認められ

る。

西側には８溝が並行している。盛土は下面の溝の影響で窪みになっている箇所を埋めているが、調査

区東端部ではその限りではない。８溝東肩部に沿っているといえる。

盛土除去面（５ｂ‐１層上面）および５ｂ‐１層除去面で精査を行ったが、盛土と関連すると思われ

る遺構等は検出していない。

盛土上東裾部で土器がまとまって出土した。複数個体の土器片が重なっている状態で、５ａ層に覆わ

れている。弥生土器甕（34～37・39）・鉢（38）等である。弥生時代後期のものである。

盛土層からは、弥生土器甕（40～42）・高杯（43）等の小片が出土している。

土器集積（図41～43 図版28・31・32・55・56）

調査区南東部において、遺構面上で土器がまとまって出土した。南東側の調査区外に続いている可能
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図37 盛土東裾部　遺物出土状況　平面・断面図
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図38 盛土　断面図



－48－

図41 土器集積　出土状況　平面・断面図

図39 盛土東裾部　出土遺物

図40 盛土層　出土遺物
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図42 土器集積　出土状況　平面図
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図43 土器集積　出土遺物



性がある。

土器群は５ｂ‐１層上に載っており、５ａ層シルト層に覆われている。破片であるが、比較的原形を

留めているものも認められる。出土状況から、遺構面上に置かれたものが５ａ層の堆積によって埋没し

たと考えられる。

８溝の西肩部に多く分布している。小片が８溝Ｂ地点（図31‐６層上面）出土の甕（５）と接合した。

器種の判別できるものは、高杯等の脚小片が１点あるほかは、すべて甕と壺である。図化できたのは、

甕（44～53）、壺（54～59）である。弥生時代後期の時期が与えられる。

２．第４ａ‐２面（図44 図版15）

５ｂ‐２層はシルト混じり細砂～中砂で、土壌化している。上面で土坑、ピット、集石を検出した。

中央部には南北方向の12溝が存在していたと考えられる。

９土坑（図45・46 図版33・58）

調査区西端部に位置する。側溝と重なり西部分を確認できなかったが、東西1.5ｍ以上、南北約1.0ｍ
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図44 第４ａ‐２面　平面図



の楕円形かと思われる。土坑の深さは0.1～0.2ｍであるが、内部に遺構面からの深さ0.5～0.7ｍのピット

が複数掘られている。ピットは４基以上で、平面形は不整な楕円形である。長径約4.0ｍ、短径0.2～0.4

ｍで、大きさは一定ではない。

埋土はピット部分も含め、シルトや細砂等がブロック状に混じっている。

遺物は、砥石（60）のほか、弥生土器の小片が少量出土している。

10土坑（図45 図版33）

調査区南西端部に位置する。側溝と重なり北東部のみを検出した。側溝底面でピットを検出している
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図45 ９・10土坑　平面・断面図



が、土坑との位置関係や埋土から、９土坑内部のピットと同様のものであると考えられる。

北東‐南西方向0.8ｍ以上、北西‐南東方向約1.1ｍで、深さは約0.2ｍである。ピットの深さは、遺構

面から約0.6ｍである。

埋土は細砂混じりシルト、ピット部分ではシルトのブロックを含む細砂混じりシルト等である。

遺物は出土していない。

11ピット（図47 図版33）

調査区南端部に位置する。側溝と重なり南部を確認できなかったが、径約0.3ｍと思われる。深さは

約0.3ｍである。

埋土は、基盤層の小ブロックを含む細砂～中砂混じりシルト等である。

遺物は出土していない。

集石（図48 図版34・57・58）

調査区南西部に位置する。直径約0.2ｍの範囲に、礫が積み重なっている。

礫は38個で、約0.1ｍ南東で検出したものも含めると39個である。長さ５～８㎝、幅２～４㎝で、細長
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図47 11ピット　平面・断面図

図46 ９土坑　出土遺物



い形状のものが多い。付表９に一覧を掲載している。

５ｂ層、下層の６層にもこの大きさの礫は含まれておらず、出土状況からみて人為的に置かれたもの

と考えられる。礫除去後に５ｂ‐２層上面で精査を行ったが、遺構等は検出していない。

上面の第４ａ‐１面で確認した樹木の根株が、約0.4ｍ西に位置している。根株を確認したのは５ａ

層を除去して５ｂ‐１層上面を検出した際であるが、５ｂ各層は層厚が薄く、樹木の生育していた遺構

面を特定するのは難しい。集石と同じ遺構面に帰属するならば、樹木の下に石が積まれたことも考えら

れる。樹木については樹種鑑定を行い、ミズキ属という結果を得ている。

なお、第４ａ‐３面12‐２溝上層から２点、13溝最上層から１点、同様の大きさ、形状の礫が出土し

ている。

集石に伴う遺物は出土していない。
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図48 集石　平面・断面・立面図



３．第４ａ‐３面（図49 図版15）

５ｂ‐３層は細砂混じりシルトで、強く土壌化している。上面で溝を検出した。

12‐２溝（図49～64 図版35～37・58～70）

調査区中央に位置する南北方向の溝である。調査区外にのびており、検出長約12.5ｍ、深さ約1.4ｍで

ある。断面形がＶ字型を呈しており、人為的に掘削されたと考えられる。底面のレベルは一定していな

い。

第４ａ‐１面12‐１溝の底面土壌層を除去すると、埋土が確認できる。埋土と肩部の土壌層との関係

を把握することが困難で、帰属面を確認することができなかった。ただ、詳細は後述するが、13溝と一

体として機能していたと考えられることから、13溝と同じく第４ａ‐３面で掘削されたと考えられる。

最下層（図50‐11層）は、基盤層等の小ブロックを多く含むシルト～極細砂である。下層（図50‐10

層）は、ラミナのみられるシルト～極細砂で、流水堆積層である。中層（図50‐９層）は、肩部に細

砂～中砂をラミナ状に多量に含み、植物遺体を多く含むシルト～極細砂で、流水堆積層と考えられる。

肩部に堆積している図50‐８層は、シルトの小ブロックを含み、細砂～中砂を多く含むシルトで、明
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図49 第４ａ‐３面　平面図



らかに水成堆積ではない。その上に堆積している上層（図50‐６層）は、細砂～中砂をラミナ状に含み、

植物遺体を多く含むシルト～極細砂で、比較的多数の土器片のほか、木製品、石器、自然木、礫等を含

む。層相、遺物等の出土状況から、滞水状態であったことが想定できる。肩部の図50‐７層は、細砂～

中砂を多く含むシルトで、これも水成堆積ではない。

流水堆積層である中層（図50‐９層）と下層（図50‐10層）は、12‐２溝に連結する位置関係で検出

した、13溝の中層（図66‐６・８層）と酷似している。両溝の底面のレベルも一致しており、一体とし

て機能していたと考えられる。なお、12‐２溝の13溝合流部以北では、流水堆積層が南部よりも厚く堆

積している状況がみられた。

上層と中・下層は、層相、遺物等の含有量ともに全く異なっている。中・下層部は、第４ａ‐３面時

に13溝と一体となり、流水を伴う溝として機能していたと考えられる。上層部は、中・下層部が埋没し、

さらに図50‐８層等のブロックを含む層準が溝を埋めた後、滞水状態となった部分である。層内の土器

片、木製品、石器、自然木、礫等は、流水により運ばれたものとは考え難く、人為的に入れられたこと

が想定できる。

上層については帰属面を明らかにできていない。埋没が進んだ段階で再掘削された部分である可能性

もある。また第４ａ‐２面、第４ａ‐１面の古い段階に機能していた可能性も否定することはできない。
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図50 12‐１・２溝　断面図



北部で杭（121）を検出した。東肩部に打設されているが、溝埋土との関係は確認できていない。残

存長23.7㎝、幅7.4㎝で、下部15㎝が基盤層に及んでいる。ミカン割材を使用し、先端を尖らせる加工を

施している。樹種はアカガシ亜属である。また、掘削中に抜けてしまい、記録を残すことができなかっ

たが、同箇所の西肩部でも杭を１本確認している。杭は、第４ａ‐１面12‐１溝の東側に位置する８溝

内で検出した２本の杭と東西方向に並ぶ位置関係にあることも勘案すれば、12‐１溝に伴うものである

可能性も考えられる。

上層から比較的多くの遺物等が出土した。出土レベルはばらついており、層内に散在している状態で

ある。ただし、調査区南端部で出土した木製品等、まとまりをもつ一群もみられる。なお、先行して掘

削した溝の東半部出土遺物については、上層として取り上げたもののなかに、ごく少数とは思われるが

肩部、中層、下層等に帰属するものが紛れている可能性がある。

弥生土器は、鉢（68～72・104）・水差（73）・蓋（74）・甕（75～91）・壺（92～99）・高杯（100～

103）、脚（105～109）、把手（164）等である。破片で、接合するものは比較的少ない。いずれも生駒西

麓系の胎土でススが付着しているものが目立つ。掲載したもの以外にコンテナ１箱分の小片がある。

木製品には、横槌（118・119）、背負子（120）、橇（122）、橇未成品（123）、一木鋤（124）のほか、
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図51 12‐２溝　杭　平面・立面図
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図52 12‐２溝　木製品、石器等　出土状況　平面図
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図55 12‐２溝　上層　出土土器（１）

図54 12‐１・２溝境界部　出土遺物

図53 12‐２溝南端部　木製品等　出土状況　平面図
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図56 12‐２溝　上層　出土土器（２）
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図57 12‐２溝　上層　出土土器（３）
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図60 12‐２溝　上層　出土石器

図59 12‐２溝　中層、下層　出土遺物

図58 12‐２溝　西肩部　出土遺物
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図61 12‐２溝　出土木製品（１）



杭（165）、棒状（167～172）、板状（173～181）のものや、分割材（182～187）等も認められる。自然

木も少なからず含まれていた。付表10～12に樹種同定の結果を掲載している。

石器は、石鏃（116）、敲・磨石（117）の２点である。石鏃は側面にツブレが認められることから、

失敗品の可能性がある。また、第４ａ‐２面集石の礫と同様のものが２点出土している。そのほか自然

礫には、20㎝大のもの等もみられる。

肩部（図50‐７・８層）からは、弥生土器鉢（110）・脚（111）等の小片のほか、杭（166）が出土

している。

中層からは、弥生土器甕（112）・飯蛸壺（113）・脚（114）等の小片が少量出土している。
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図62 12‐２溝　出土木製品（２）



下層からは、弥生土器脚（115）等の小片が少量出土している。

いずれも弥生時代中期末のものである。

なお、第４ａ‐１面12‐１溝の底面土壌層を掘削した際、比較的多数の土器が出土した。遺物を豊富

に含む12‐２溝上層の直上にあたる、厚さ数㎝の層である。やや掘り下げ過ぎたこともあり、出土した

遺物の多くが12‐２溝上層に帰属する可能性が高いと思われる。図54に掲載した。弥生土器壺（61～

63）・甕（64）・脚（65・66）、棒状木製品（67）で、ほかに板状破材、サヌカイト剥片等がある。壺

（63）には、横線状に顔料が塗布されている。付表10に、木製品等の樹種同定結果を掲載している。

－65－

第４章　若江北遺跡の調査成果

図63 12‐２溝　出土木製品（３）



13溝（図49・65～67 図版35・38・70～72）

調査区東部に位置する東西方向の溝である。調査区外にのびており、検出長約6.0ｍ、幅約3.0ｍ、深

さ約1.2ｍである。断面形がＶ字型を呈しており、人為的に掘削されたと考えられる。

西端が12‐２溝に連結していたと思われる。底面のレベルは、西に向かって低くなっている。

最下層（図66‐11層）は、シルトのブロックを含む細砂～中砂混じりシルトである。その上の図66‐

10層は、ラミナのみられる中砂～粗砂で、明らかな流水堆積である。下層（図66‐９層）は、シルト～

細砂でブロックが目立つ。西部では中砂をラミナ状に含み、西端部では中砂が主体となる。明らかな流

水堆積である。中層のうち図66‐８層は、肩部に細砂～中砂をラミナ状に多く含み、シルトをラミナ状

－66－

図64 12‐２溝　出土木製品（４）



に含む極細砂である。西部ではシルトをラミナ状に含む細砂～中砂で、西端部ではシルトが主体となる。

流水堆積である。中層のうち図66‐６層は、肩部に細砂～中砂を含む、ラミナのみられるシルト～極細

砂で、植物遺体を含む。上層（図66‐３層）は、ラミナのみられる細砂～中砂混じりシルトで、植物遺

体を含む。西端部では細砂～中砂が主体となる。最上層（図66‐２層）は、細砂～中砂混じりシルトで

ある。なお、東西方向の断面は、西部では溝中央部であるが東部は南肩部に寄っている。

下層から中層にかけての流水堆積層は、いずれも西に向かってレベルを下げており、12‐２溝に流入

していたと考えられる。12‐２溝の項に記したとおり、中層が12‐２溝の中・下層に対応すると思われ

る。そうであれば、13溝の下層は12‐２溝下層より先に堆積したことになる。なお、上層は、肩部のブ

ロック層を挟んで中層の直上にあることや遺物の出土状況から、12‐２溝上層と対応する可能性もある。

図38に、13溝と５ｂ層の記録がある。溝肩は５ｂ‐３層で、５ｂ‐１・２層は溝埋土上に載っている。

５ｂ‐１・２層ともに溝埋土上では変色したり層理面が波打つようにやや乱れたりしている。これは、

13溝が埋没はしているものの、遺構面より0.3～0.4ｍ低い窪みとして残っていたことに起因していると

思われる。第４ａ‐１面の盛土がこの箇所に厚く施された理由も同じである。なお、図66の０・１層は、

溝埋土上面に堆積した５ｂ層である可能性がある。

最上層から弥生土器甕（125～132）・脚（133）・壺（134・135）等が出土している。ただし、最上

層として取り上げたもののなかには、図66‐２層以外に１・４層と３・５層の肩部分出土のものも含ま

れている。また、上記のとおり図66‐１層は５ｂ層である可能性を持つ。上層からは弥生土器甕（136

～138）・水差（139）、棒状木製品等が出土している。138・139は破片がまとまって出土しており、図

65に出土状況を示している。ほかに簾状紋を持つ小片等の破片がある。中層からは弥生土器高杯

（141）・脚（140）等が出土している。掲載したもの以外に弥生土器鉢・甕または壺の破片が数点ある。

下層からは弥生土器壺（142・143）、分割材等が出土している。ほかに土器小片が２点ある。下層から

時期の古いものが出土しているが、143は上～中層および12‐２溝上層出土の小片が接合したもので、

溝の時期を示すものではない。上・中層出土遺物は、弥生時代中期末のものである。
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図65 13溝　遺物出土状況　平面図
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図66 13溝　断面図
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図67 13溝　出土遺物



14・15溝（図49・68・図版39）

調査区西部に位置する、北北東‐南南西方向の溝である。幅約0.2ｍ、深さ0.1ｍ未満で、1.1～1.3ｍの

間をあけて並行している。埋土が５ｂ‐２層に似ており、下面の遺構の可能性がある。

遺物は出土していない。

４．第４ｂ面（図69 図版16）
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図68 14・15溝　断面図

図69 第４ｂ面　平面図



５ｂ‐３層下面である。基盤層である６層は、ラミナのみられる細砂～粗砂である。土坑、溝、ピッ

トを検出した。

16土坑（図70 図版39）

調査区北部に位置する。上面の12溝に切られている。溝の西側と東側で検出したものを同一の遺構と

判断した。長さ約3.8ｍ、幅約1.2ｍで、深さは約0.6ｍである。埋土はブロック土である。

遺物は出土していない。

17・18溝（図69・71 図版39）

調査区南東部に位置する、北北東‐南南西方向の溝である。幅約0.3ｍ、深さ0.1ｍ以下で、0.6～1.2ｍ

の間をあけて並行している。

遺物は出土していない。

19～22ピット（図69・72 図版40・41）

調査区西端部でピット４基を検出した。19ピットは、径約0.3ｍ、深さ約0.4ｍである。断面観察から

柱根の可能性が考えられる木片を検出した。樹種同定の結果はコナラ亜属である。20ピットは、長径約

0.5ｍ、短径約0.3ｍの楕円形で、深さは約0.3ｍである。埋土にブロック土が目立つ。21ピットは、径約

0.5ｍ、深さ約0.5ｍである。断面で柱痕を確認した。22ピットは、径約0.3ｍ、深さ約0.3ｍである。埋土

にブロック土を含む。21ピットから、弥生土器の小片が１点出土している。

調査区の西側に同様の遺構が展開している可能性がある。
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図70 16土坑　平面・断面図



５ａ層出土遺物（図73 図版73・74）

主に12‐１溝等を埋める極細砂～粗砂等から、弥生土器甕（144・146）・鉢（147）・高杯（148）・

脚（149）等の破片が出土している。また、12‐１溝内同層の下位には木片が含まれていた。自然木の

ほか、ミカン割材（190・191）、分割材（192）も認められる。付表12に、分割材の樹種同定結果を掲載

している。

第４ａ‐１面を覆う５ａ層下層シルトからは、弥生土器甕（145）等の破片が出土している。

弥生時代後期のものである。

５ｂ層出土遺物（図74 図版74）

５ｂ‐１層から弥生土器壺（150）・鉢（151）・甕（152）、サヌカイト剥片等、５ｂ‐２層から脚

（153）・甕（154）・鉢（155）等、５ｂ‐３層から甕（156・157）等の破片が出土している。
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図71 17・18溝　断面図

図72 19～22ピット　断面図



第５項　第６・７面（６～９層）（図75 図版16・42）

第５面は第４・５次調査の一部の調査区で認められた面で、今回の調査区では存在しない。

６・７層を除去した８層上面が第６面、８層下面が第７面である。

６層は細砂～粗砂、７層はシルト～極細砂と細砂～粗砂の互層で、いずれも堆積層である。８層はシ

ルト混じり細砂で土壌層である。第７面の基盤層である９層は、シルトと細砂の互層で堆積層である。

第６面では、調査区中央やや南寄りで、北西‐南東方向にのびる高まりを検出した。遺構面の地形は、

高まり以北がやや低くなっている。

高まりは、幅約2.5ｍ、高さ約0.2ｍである。直下の９層中に断面凸レンズ状に粗砂が堆積しているこ

とから、基盤層である９層が堆積する際にできた地形であると考えられる。出土遺物はない。

なお、第６面では一部の既往調査区において畦畔が検出されている。そのため今回も確認作業を行っ

たが、認められなかった。

第７面では遺構を検出しなかった。遺物も出土していない。

９層出土遺物（図76 図版42・73）

層下部から弥生土器の小片が１点出土している。下部を中心に木片が含まれていた。自然木のほか板

状木製品（158・193～196）も認められる。樹種同定の結果は、スギとヒノキである。

６～８層からは、遺物は出土していない。
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図73 ５ａ層　出土遺物

図74 ５ｂ層　出土遺物
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図76 ９層　出土遺物

図75 第６面　平面図



第６項　第８面（11層）（図77 図版17・43）

９層を除去した11層上面が第８面である。溝を検出した。なお、10層は、第４・５次調査の一部の調

査区で認められた層で、今回の調査区には存在しない。

11層は植物遺体を多く含むシルトで、厚さ0.1ｍ未満である。上面は９層堆積層に覆われているが、直

上に植物遺体の薄層がラミナ状に堆積しており、植物が繁茂する湿地状態であった可能性がある。

北部が落ち込み状に0.3ｍ程低くなっている。その部分の11層は植物遺体を含むシルト～極細砂で、層

相をやや異にしている。また、第９面時の南北方向の溝群が完全に埋没せず、窪み状に遺存している。

なお、畦畔を確認する作業を行ったが、認められなかった。地形に微細な起伏がみられることからも、

水田であったとは考え難い。

23溝（図77 図版43）

調査区北部に位置する、北西‐南東方向の溝である。落ち込み状に低くなっている部分の南肩に沿っ

てのびており、西端部は落ち込み部に開口している。検出長約9.2ｍ、幅約0.2ｍ、深さ0.1ｍ未満である。

９層最下層シルトで埋没している。遺物は出土していない。
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図77 第８面　平面図



11層出土遺物（図78 図版74）

弥生土器壺（159）等の小片が数点と、サヌカイト製の石剣（160）が出土している。

第７項　第９面（12層） ‐弥生時代前期の遺構面‐
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図78 11層　出土遺物

図79 第９ａ面　平面図



11層を除去した12層上面が第９面である。12層は厚さ約0.3ｍの土壌層で、３層に分層できる。上から

12ａ層、12ｂ層、12ｃ層で、それぞれの上面が第９ａ面、第９ｂ面、第９ｃ面である。12層下面は第９

ｄ面である。出土遺物から、弥生時代前期の遺構面であると思われる。

１．第９ａ面（図79 図版17）

12ａ層は細砂混じりシルトで、強く土壌化している。上面で溝を検出した。

調査区南西部で落ち込みを検出した。11層と同様の植物遺体を含むシルトで埋没しており、人為的な

ものではないと思われる。調査区東半部には第９ｃ面の南北方向の27溝が完全に埋没せず、窪み状に遺

存している。なお、北部が第８面と同様に落ち込み状に低くなっているが、12ａ～ｃ層が落ち込みの肩

部で途切れている状況（図19）がみられることから、第９ａ面時の地形ではないと考えられる。畦畔を

確認する作業を行ったが認められなかった。地形に微細な起伏がみられることからも水田とは考え難い。

24溝（図79・80 図版44）

調査区西部に位置する、南北方向の溝である。調査区外に続いており、検出長約11.3ｍである。幅約

1.8ｍ、深さ約0.6ｍである。西肩部が周囲の遺構面より0.1ｍ程度、高くなっている。底面のレベルは、

ほぼ一定である。

底部0.1～0.2ｍに植物遺体を含む極細砂混じりシルトが堆積しているが、それ以上は９層堆積層で埋

没している。肩部等に11層の堆積もみられる。

第９ｃ面の26溝と重複している。遺物は出土していない。
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図80 24・26溝　断面図



２．第９ｂ面（図81）
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図82 12ｂ層　遺物出土状況　平面図

図81 第９ｂ面　平面図



12ｂ層は細砂混じりシルトで、土壌層である。上面で溝を検出した。

25溝（図81）

調査区南西部に位置する東西方向の溝である。検出長約4.4ｍ、幅約0.4ｍ、深さ約0.1ｍである。

埋土は、灰10Y5/1細砂混じりシルト（極細砂のブロックを含む）である。遺物は出土していない。

12ｂ層出土遺物（図82・83 図版45・74）

調査区北西部で、弥生土器甕（161）の破片と石庖丁（162）が出土した。

３．第９ｃ面（図84 図版18）
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図83 12ｂ層　出土遺物

図84 第９ｃ面　平面図
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図86 27溝　遺物出土状況　平面図

図85 27・28溝　断面図



12ｃ層はシルト混じり細砂で、強く土壌化している。上面で溝を検出した。なお、畦畔を確認する作

業を行ったが、認められなかった。

26溝（図80・84 図版45・47）

調査区西部に位置する、南北方向の溝である。調査区外に続いており、検出長約11.8ｍ、幅1.7～2.0ｍ、

深さ0.1～0.2ｍである。第９ａ面の24溝と重複しており、西半部が削平されている。底面のレベルはほ

ぼ一定であるが、北端部で0.1ｍ程度低くなっている。

埋土は、細砂混じりシルトで、下部に基盤層のブロックを含む。

遺物は出土していない。

27溝（図84～87 図版46・47・74）

調査区東部に位置する、南北方向の溝である。調査区外に続いており、検出長約12.5ｍ、幅1.5～2.1ｍ、

深さ約0.2ｍである。底面中央部が幅約0.7ｍの溝状にさらに深くなっている。底面のレベルは、北に向

かって下がっており、南部と北部の比高差は約0.1ｍである。

埋土は下層が細砂を多く含むシルト、上層がラミナのみられる細砂混じりシルトである。第９ｃ面で

完全には埋没せず、上面でも浅い窪みとして遺存していた。

遺物は、南端部で弥生土器壺底部（163）が出土している。

28溝（図84・85 図版48）

調査区東部に位置する、南西‐北東方向の溝である。側溝断面でこの面に帰属することを確認してい

たものの、北東端部のみを土坑として認識してしまい、全形を検出したのは下面である第９ｄ面である。

本来は、検出し得た状態よりも幅の広さと深さを有していたと思われる。調査区外に続いており、検出

長約4.0ｍ、幅約0.9ｍである。深さは、土坑として検出した際の記録から、約0.2ｍであったことがわかっ

ている。位置関係から南西端が27溝とつながっていたと思われる。底面のレベルは、北東方向がやや低

い。

埋土は細砂混じりシルトであるが、土坑として検出した際の記録から、上層が存在していたことがわ

かっている。上層は、オリーブ黒7.5Y3/1細砂を多く含むシルト（中砂を少し含む）である。

遺物は出土していない。

４．第９ｄ面（図88 図版18）

12ｃ層の下面である。基盤層である13層は、極細砂～細砂とシルトの互層で、堆積層である。土坑と

ピットを検出した。

29土坑（図89 図版49）

調査区北部に位置する。長径約1.0ｍ、短径約0.5ｍの楕円形で、深さは約0.1ｍである。

埋土は、細砂混じりシルトで、下部にブロック土を含む。遺物は出土していない。
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図87 27溝　出土遺物
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図89 29土坑、30ピット　平面・断面図

図88 第９ｄ面　平面図



30ピット（図89 図版49）

調査区東端部に位置する。側溝と重なり東部を確認できなかったが、径約0.4ｍと思われる。深さは

約0.2ｍである。

埋土は、シルト混じり細砂である。

遺物は出土していない。

12層出土遺物

12ａ層からは、弥生土器の小片が数点出土している。12ｂ層からは、第９ｂ面の項に図示したもの以

外に、弥生土器の小片が数点出土している。12ｃ層からは、遺物は出土していない。

第８項　第10面（13～15層） ‐縄紋時代晩期の遺構面‐

13層を除去した14層上面が第10ａ面、14層下面が第10ｂ面である。今回の調査では遺物が出土してい

ないが、既往の調査成果から、縄紋時代晩期の遺構面と考えられる。
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図90 第10ａ面　平面図



１．第10ａ面（図90・91 図版19・50）

13層は極細砂～細砂とシルトの互層で、堆積層である。14層は厚さ0.1ｍ未満のシルトで、強く土壌化

している。上面で流路を検出した。

調査区南東部で、南西‐北東方向の流路を検出した。西肩部を検出し得たのみで、東肩は調査区外で

ある。また、鋼矢板による施工の限界深度に達したため、完掘していない。幅は4.0ｍ以上、深さは1.1

ｍ以上である。

流路西肩部では、大部分が堆積層による侵食を受けているが、ｂ‐ｂ´断面箇所等に14層が遺存して

いる。第10ａ面時に、流路として機能していたと考えられる。遺構面の地形も北西から南東の流路に向

かって低くなっている。部分的に確認し得たのみであるが、14層より下の層も流路に向かってレベルを

下げており、同様の地形が継続していた可能性がある。

流路の埋土は、肩部で一部を確認したのみである。上部は13層細砂で埋没しており、肩部ではその下

に植物遺体を含むシルトと極細砂の互層や、肩部の基盤層のブロックを多く含む極細砂等がみられる。

細砂層中には、最長1.0ｍ程度の自然木群が含まれていた。流木であると思われる。

２．第10ｂ面（図版19）

14層の下面である。基盤層である15層は、シルトの堆積層である。

遺構は検出していない。

今回の調査では、T.P.－1.3ｍまで掘削を行った。13層以下の層からは、遺物は出土していない。
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図91 流路　断面図



第３節　総括

第１項　第４ａ‐１面出土土器群

第４ａ‐１面で検出した８溝では図31‐６層上面のＡ・Ｂの２箇所でまとまって遺物が出土した。こ

のうちＢについては西肩部の土器集積との接合関係が認められた。このことから少なくとも溝のＢと西

肩部の土器集積の一部とは一連の行為結果と推定でき、より敷衍すれば８溝の図31‐６層上面遺物と西

肩部土器集積の形成の同時期性が推定できた。

この妥当性を遺物から検討する。まず８溝のＡ・Ｂについて。この中で積極的な時期判断に使用でき

るのは甕と思えるので、両者の甕を検討する。Ａの甕（図34‐８）はやや肩部が張り、調整は外面がタ

タキ、内面がケズリである。内面のケズリは庄内式との関連よりも前代からの影響を考慮したい。Ｂに

は外面最終調整がハケとタタキの２種の甕がある。前者（図34‐５）は肩部以上のみの残存だが、口縁

部形態はＡに似る。後者（同７）は胴部最大径が中位にあり、Ａよりも型式学的にやや新しい。頸部か

ら口縁部への形態は類似するが、口縁端部の調整がより雑である点もこれを支持する。外面の最終調整

においてタタキとハケが共伴する例は、後期中葉～後葉で散見されるが、基本的に圧倒的なタタキ甕の

中のイレギュラーな存在である。本例は個体数が少ないため比率については積極的な発言はできない。

しかし、調整を除いた形態においては思いのほか近しい形態である点からは、両者を同様な時期として

よいと思える。これら８溝Ａ・Ｂの土器を同型式とは考えられない。しかし、後期後葉、もしくは後期

中葉～後葉のある時期であれば共伴することにさほどの無理はないだろう。

次に土器集積だが、まず甕について。外面最終調整がタタキ（図43‐45・48）とハケ（同47・49）の

２種がある。全体の器形が窺える48は、上述の８溝例よりも小ぶりな例で、最大径が胴部中位にあり、

やや球形化が進んでいる。これ以外の例についても、胴部最大径は中位にあり、口縁部が外反し、端部

外面にごく弱い面を持つ点など、内外面の調整の差異に比べ、同様な形態を有する点にこそ着目したい。

他の器種でも、長頸壺（図43‐54・55）は頸部の屈曲が鈍く同形式の中でも新しい様相である。これら

の時期も上述の８溝Ａ・Ｂの時期幅から大きく逸脱するものではない。

なお、同一面の盛土東裾部では５ａ層除去段階でまとまって土器が出土した（図39）。甕について見

れば、これらの外面最終調整はタタキではない。39の形態は甕だが、調整は壺である。なお、被熱痕跡

はある。これ以外では、34のようなごく低い台（脚）ながらも台付甕というべき資料がある点も注意さ

れる。これらは盛土層出土資料（図40）よりも新しく、盛土部分での層位的成果との矛盾はない。上記

の８溝Ａ・Ｂや土器集積との比較では、口縁端部にやや明瞭な面を持つ点や頸部の屈曲がやや明瞭であ

る点などから、若干古相を呈するようにも思える。ただし、体部形態や口縁部の長さからは、さほど大

きい時期差を見積もる必要はないと考える。これらから、いずれも大きな時期差はないと考えて良いだ

ろう。

これら第４ａ‐１面にかかわる遺物は、いずれも庄内式最古相まで下るものではない。また、弥生時

代後期でも最新段階まで下るものではない。外面最終調整において、タタキとハケとが共伴する資料と

しては、新しい例といえよう。今回の時期判断はある程度体部調整を無視し、形態から推定したもので

ある。なお特徴的な調整として、甕頸部外面の強いナデが挙げられる。この調整が、全てではないもの

の体部外面調整の差異を横断して見られた点から、上記の形態からの時期判断にさほど大きな問題はな

いだろう。 （市村慎太郎）
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第２項　遺構面

今回の調査では、T.P.2.2～－1.3ｍ間に、23層、19遺構面を確認した。

第１面は、中世以降の耕作面である。下層作土層には10～13世紀の時期が与えられる。

第２面は、古墳時代～古代の遺構面である。第２‐１面は既往の調査区にない遺構面で、土坑を検出

した。６～８世紀頃と思われる。第２‐２面は既往の調査で古墳時代前期の水田が検出されている面に

あたると考えられるが、今回の調査区では畦畔は認められなかった。また時期を示す遺物もない。

第３面は、弥生時代後期末以降の水田面である。既往の調査で鍵層とされてきた４ｂ層堆積層に覆わ

れている。第１次調査（第Ⅵ遺構面）Ａトレンチ周辺、第５次調査４Ｉトレンチ（第二寝屋川を挟み北

に隣接する巨摩遺跡）で４ｂ層に覆われた水田面が検出されており、これらと対応すると考えられる。

今回の調査では時期を示す遺物が出土していないが、第４ａ面が後期後葉まで継続することを確認した

ため、後期末以降と思われる。区画の形状が方形に近い、比較的整然とした平面形の小区画水田である。

第４面は、弥生時代中期末～後期後葉の遺構面である。土壌層を３層に分層でき、それぞれの上面で

遺構を検出した。今回の調査区は、既往の調査で集落が検出されている範囲のほぼ中央に位置している。

第４ａ‐１面は５ａ層堆積層に覆われている。溝、盛土、土器集積、土坑を検出した。８溝は流水を

伴い、北西流する。一方、南北方向の12‐１溝は流水の痕跡が認められず、オープンな状態が一定期間

継続していたと考えられる。底面直上に堆積している層には弥生時代後期の土器が含まれている。盛土

は、下面の溝の影響で窪みになっている箇所を埋めているが、調査区東端部ではその限りではなく、８

溝東肩部に沿っている。盛土下の土壌層が他所と同様に強く土壌化しており、盛土の施工時期は遺構面

存続期間の初期ではないと思われる。遺構面上の土器集積は、８溝流水堆積層上出土土器群と一連のも

のと思われる。盛土東裾部出土土器群も同時期のものである。両者とも土壌層内に埋没せず５ａ層に覆

われていることから、遺構面の最終時期を示す遺物群であると考えられる。前項のとおり、弥生時代後

期後葉の時期が与えられる。８溝流水堆積層上土器群を覆う砂層は、12‐１溝の肩部にも堆積している

（図35‐12層）。両溝ともにそれ以上の堆積は５ａ層堆積直前または一連のものである可能性がある。

第４ａ‐２面の基盤層は、上下層と比べるとやや土壌化が弱い。土坑、ピット、集石等を検出した。

第４ａ‐３面では溝を検出した。南北方向の12‐２溝に東から13溝が合流している。流水を伴うが、

堆積は13溝でより先に進む。12‐２溝上層部は、後に滞水状態となった部分で、土器、木製品等の遺物

が多量に投入されている。再掘削された可能性も考えられる。上層部については帰属面を明らかにでき

ておらず、上面時に機能していた可能性も否定できない。また、第４ａ‐１面の12‐１溝は、12‐２溝

が埋まりきらずに遺存したものとも考えられる。

土壌層下面の第４ｂ面では土坑、溝、ピットを検出した。ピットには柱痕の認められるものがある。

以下は、厚さ約1.4ｍの堆積層である。その中位に比較的弱く土壌化した層があり、その上下面を第

６・７面とした。遺構、遺物ともに認められなかった。既往の調査で弥生時代中期とされている。

第８面は、弥生時代前期遺構面を覆う層の上面である。小規模な溝と落ち込みを検出した。

第９面は、弥生時代前期の遺構面である。土壌層を３層に分層でき、それぞれの上面で溝を、下面で

土坑とピットを検出した。既往の調査成果から、標高の高い箇所で土壌層が厚く、分層される状況が看

取できる。最も標高の高い第５次調査の13Ｃトレンチで集落が検出されており、次に標高の高い第１次

調査区で水田が検出されている。今回の調査区は標高、土壌層の状況ともに西側の第１次調査区に近い。

第10面は、縄紋時代晩期の遺構面である。北東流する流路を検出した。遺構、遺物は確認していない。
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付表１　掲載土器等一覧表（１）
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付表２　掲載土器等一覧表（２）
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付表３　掲載土器等一覧表（３）
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付表４　掲載土器等一覧表（４）
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付表５　掲載土器等一覧表（５）
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付表６　掲載土器等一覧表（６）
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付表７　掲載土器等一覧表（７）
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付表８　若江北遺跡　掲載石器、石製品一覧表
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付表９　若江北遺跡　第４ａ‐２面集石等一覧表
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付表10 若江北遺跡　木製品等一覧表（１）
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付表11 若江北遺跡　木製品等一覧表（２）
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付表12 若江北遺跡　木製品等一覧表（３）



図　　　版





図版１　北鳥池遺跡　調査地周辺

西から

南西から



図版２　北鳥池遺跡　土層断面（１）

第１～９層
南から

第10・11層
南から

第11層
南西から



図版３　北鳥池遺跡　土層断面（２）

第11層（図６‐16層）
立木

（放射性炭素年代
測定試料４）

南から

図６‐18～24層
南から

図６‐25・26層
南から



図版４　北鳥池遺跡　全景（１）

第６面 南から

第10面 南から



図版５　北鳥池遺跡　全景（２）

第11面 南から

図６‐22層上面 南から



図版６　北鳥池遺跡　第11面

11・12ピット
南から

11ピット
南から

12ピット
南から

19ピット
南から



図版７　若江北遺跡　調査地周辺

南から



図版８　若江北遺跡　土層断面（１）

１～４層
北東から

１～６層
南から

７～９層
南西から



図版９　若江北遺跡　土層断面（２）

９層
南東から

12～15層
北東から

図19‐44～46層
南から



図版10 若江北遺跡　全景（１）

第１面（１ｂ層下面） 南から

第２‐２面 南から



図版11 若江北遺跡　全景（２）

第３ａ‐１面畦畔検出状況 南から

第３ａ‐１面 南から



図版12 若江北遺跡　全景（３）

第３ａ‐２面 南から

第３ｂ面 南から



図版13 若江北遺跡　全景（４）

第４ａ‐１面（８溝のみ検出状況） 南から

第４ａ‐１面 南から



図版14 若江北遺跡　全景（５）

第４ａ‐１面盛土上層除去状況 南から

第４ａ‐１面盛土下層除去状況 南から



図版15 若江北遺跡　全景（６）

第４ａ‐２面 南から

第４ａ‐３面 南から



図版16 若江北遺跡　全景（７）

第４ｂ面 南から

第６面 南から



図版17 若江北遺跡　全景（８）

第８面 南から

第９ａ面 南から



図版18 若江北遺跡　全景（９）

第９ｃ面 南から

第９ｄ面 南から



図版19 若江北遺跡　全景（10）

第10ａ面 南から

第10ｂ面 南から



図版20 若江北遺跡　第２‐１面　第３ａ‐１面

第２‐１面
１土坑
南から

第２‐１面
２土坑　断面
東から

第３ａ‐１面
畦畔　断面
東から

１
２

畦畔
４ｂ層

４ｄ‐１層

４ｄ‐２層



図版21 若江北遺跡　第３ｂ面（１）

３土坑　断面
南東から

４土坑　断面
南西から

６土坑　断面
南東から



図版22 若江北遺跡　第３ｂ面（２）

３土坑
南東から

４土坑
南西から

６土坑
南東から



図版23 若江北遺跡　第４ａ‐１面（１）

５ａ層下層シルト上面
検出状況（北東部）

南東から

７土坑　断面
南から

７土坑
南から



図版24 若江北遺跡　第４ａ‐１面（２）

８溝（検出状況）・12‐１溝 北西から

８溝・12‐１溝 北西から



図版25 若江北遺跡　第４ａ‐１面（３）

８溝上部５ａ層堆積状況
南東から

８溝　断面
南東から

８溝　杭
南から

８溝　杭　断面
南から



図版26 若江北遺跡　第４ａ‐１面（４）

８溝　遺物出土状況
北西から

８溝　遺物出土状況（Ａ地点） 南東から ８溝　遺物出土状況（Ｂ地点） 南西から

８溝　遺物出土状況（Ａ地点） 南西から ８溝　遺物出土状況（Ｂ地点） 西から



図版27 若江北遺跡　第４ａ‐１面（５）

12‐１溝
南西から

12‐１溝５ａ層堆積状況（調査区北壁）南から 12‐１溝５ａ層堆積状況（調査区南壁）北から

８溝・12‐１溝５ａ層等堆積状況（図35）南東から 12‐１溝５ａ層堆積状況（図50） 南から



図版28 若江北遺跡　第４ａ‐１面（６）

盛土（８溝検出状況） 南西から

盛土（８溝完掘） 南から



図版29 若江北遺跡　第４ａ‐１面（７）

盛土（８溝検出状況）
北西から

盛土東裾部　遺物出土状況 北西から 盛土下層上面 北西から

盛土東裾部　遺物出土状況 北西から 盛土上５ａ層堆積状況（図38） 北西から



図版30 若江北遺跡　第４ａ‐１面（８）

盛土　断面（図38）
北西から

盛土、８溝上部　断面
（調査区東壁）北西から

盛土　断面（図38）
南西から

盛土　断面（図38）
南西から



図版31 若江北遺跡　第４ａ‐１面（９）

土器集積
北西から

土器集積
南東から

土器集積上
５ａ層堆積状況

北西から



図版32 若江北遺跡　第４ａ‐１面（10）

土器集積（49）
南から

土器集積
北東から

土器集積（48）
北西から

土器集積（59）
北から



図版33 若江北遺跡　第４ａ‐２面（１）

10土坑　断面 南東から 10土坑 南東から

11ピット　断面 南から 11ピット 南から

９・10土坑 北西から ９土坑　砥石出土状況 北東から

９土坑　断面 北西から ９土坑 東から



図版34 若江北遺跡　第４ａ‐２面（２）

集石
北西から

集石 南から 集石下部 南から

集石 南から 集石 南東から



図版35 若江北遺跡　第４ａ‐３面（１）

12‐２溝・13溝 北西から

13溝 西から



図版36 若江北遺跡　第４ａ‐３面（２）

12‐２溝　断面 南から

12‐２溝 南西から



図版37 若江北遺跡　第４ａ‐３面（３）

12‐２溝　杭 南から 12‐２溝　杭 南から

12‐２溝　木製品出土状況 北東から 12‐２溝　鋤出土状況 北から

12‐２溝南端部　木製品出土状況　北西から 12‐２溝南端部　木製品出土状況 西から

12‐２溝　橇出土状況 北東から 12‐２溝　土器（77）出土状況　北東から



図版38 若江北遺跡　第４ａ‐３面（４）

13溝　断面
西から

13溝　断面
北から

13溝　遺物出土状況
北東から



図版39 若江北遺跡　第４ａ‐３面（５） 第４ｂ面（１）

第４ａ‐３面　14・15溝 南から 第４ａ‐３面　14・15溝 北から

第４ｂ面　16土坑西部　断面 南から 第４ｂ面　16土坑東部　断面 南から

第４ｂ面　16土坑 南西から 第４ｂ面　17・18溝 北から

第４ｂ面　17溝　断面 南から 第４ｂ面　18溝　断面 南から



図版40 若江北遺跡　第４ｂ面（２）

ピット群 南東から

ピット群 北から



図版41 若江北遺跡　第４ｂ面（３）

19ピット　断面 東から 19ピット 東から

20ピット　断面 東から 20ピット 東から

21ピット　断面 東から 21ピット 東から

22ピット　断面 東から 22ピット 東から



図版42 若江北遺跡　第６面　９層

第６面　高まり
北西から

第６面　高まり
南西から

９層　木製品（158）
出土状況（北東部）
南西から



図版43 若江北遺跡　第８面

23溝、落ち込み 南東から

落ち込み部　９層下部～11層　断面 東から



図版44 若江北遺跡　第９ａ面

24溝　断面
北から

24溝　断面
北から

24溝
南東から



図版45 若江北遺跡　12ｂ層　第９ｃ面（１）

12ｂ層　遺物出土状況
北東から

第９ｃ面　26溝　断面
北から

第９ｃ面　26溝　断面
北から

第９ｃ面　26溝
南東から



図版46 若江北遺跡　第９ｃ面（２）

27溝　断面
北から

27溝　断面
北から

27溝
南西から



図版47 若江北遺跡　第９ｃ面（３）

27溝　遺物出土状況
北西から

27溝　遺物出土状況
北東から

26・27溝
北から



図版48 若江北遺跡　第９ｃ面（４）

28溝　断面
北東から

28溝　断面
北東から

28溝
北東から



図版49 若江北遺跡　第９ｄ面

29土坑　断面
東から

29土坑
東から

30ピット　断面
東から

30ピット
西から



図版50 若江北遺跡　第10ａ面

流路
北から

流路
南西から

流路西肩部　断面
南から



図版51 北鳥池遺跡　出土遺物　若江北遺跡　出土遺物（１）

北鳥池遺跡

若江北遺跡

３第９層

２１ｂ層 ４３ａ層

４

１ｂ層 １

第４～９層



図版52 若江北遺跡　出土遺物（２）

第４ａ‐１面　８溝

７ ８

17



図版53 若江北遺跡　出土遺物（３）

第４ａ‐１面12‐１溝底面上堆積シルト層

2120

2522

3126

3029



図版54 若江北遺跡　出土遺物（４）

第４ａ‐１面　盛土東裾部

3734

3938

35



図版55 若江北遺跡　出土遺物（５）

第４ａ‐１面　土器集積（１）

5346

5047

4948



図版56 若江北遺跡　出土遺物（６）

第４ａ‐１面　土器集積（２）

58

59

56

54



図版57 若江北遺跡　出土遺物（７）

第４ａ‐２面　集石（１）

１
２ ３

４
５

６

11

16

20 21 22 23 24

25 26 27 28 29

17 18 19

12
13

14

15

７ ８
９

10



図版58 若江北遺跡　出土遺物（８）

第４ａ‐２面　９土坑　第４ａ面　12‐１・２溝境界部

第４ａ‐２面　集石（２）

30
31

32
33 34

35
36 37 38

39

60

6362第４ａ面　12‐１・２溝境界部

第４ａ‐２面　９土坑

第４ａ面　12‐１・２溝境界部



図版59 若江北遺跡　出土遺物（９）

第４ａ‐３面　12‐２溝（１）

75上層 76上層

78上層 79上層

77上層 83上層



図版60 若江北遺跡　出土遺物（10）

第４ａ‐３面　12‐２溝（２）

80上層 91

上～中層

（西肩部）

（13溝中層）

81上層 87上層

85上層 86上層

88上層 89上層



図版61 若江北遺跡　出土遺物（11）

第４ａ‐３面　12‐２溝（３）

90上層 97上層

92
上層

13溝上～中層 93上層

95上層 96上層

100上層 103上～中層

102上層 104上層



図版62 若江北遺跡　出土遺物（12）

第４ａ‐３面　12‐２溝（４）

69上層 72上層

74上層 114中層

164上層 113中層

109上層 115下層



図版63 若江北遺跡　出土遺物（13）

第４ａ‐３面　12‐２溝（５）

116
上層

南端部

117上層



図版64 若江北遺跡　出土遺物（14）

第４ａ‐３面　12‐２溝（６）

118上層

119
上層

南端部



図版65 若江北遺跡　出土遺物（15）

第４ａ‐３面　12‐２溝（７）

122上層



図版66 若江北遺跡　出土遺物（16）

第４ａ‐３面　12‐２溝（８）

123
上層

南端部



図版67 若江北遺跡　出土遺物（17）

第４ａ‐３面　12‐２溝（９）

124上層



図版68 若江北遺跡　出土遺物（18）

第４ａ‐３面　12‐２溝（10）

120
上層

南端部

167上層

165上層 166西肩部

168
上層

南端部
169

上層

南端部

170上層 171上層 172上層



図版69 若江北遺跡　出土遺物（19）

第４ａ‐３面　12‐２溝（12）

第４ａ‐３面　12‐２溝（11）

173上層 174上層

176上層

175上層

177
上層

南端部

180
上層

南端部

181
上層

南端部

178上層 179
上層

南端部



図版70 若江北遺跡　出土遺物（20）

第４ａ‐３面　13溝（１）

第４ａ‐３面　12‐２溝（13）

182上～中層 183上～中層 184上層

185上層

188上層（12溝合流部）

189下層

186
上層

南端部
187

上層

南端部



図版71 若江北遺跡　出土遺物（21）

第４ａ‐３面　13溝（２）

125最上層 132最上層

126最上層 128最上層

127最上層 133最上層

135最上層 136上層



図版72 若江北遺跡　出土遺物（22）

第４ａ‐３面　13溝（３）

137上層（12・13溝合流部） 138上層

上層

140
（上層）

中層 143

上～中層

下層

12‐２溝上層

139



図版73 若江北遺跡　出土遺物（23）

９層

５ａ層砂層

190

193

194

195 196

158

191 192



図版74 若江北遺跡　出土遺物（24）

第９ｃ面　27溝　５ａ層　５ｂ‐３層　11層　12ｂ層

197５ａ層

157５ｂ‐３層 163第９ｃ面　27溝

16011層

15911層 16112ｂ層

16212ｂ層
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